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2

　平成28年10月12日（水）から14日（金）にかけ、全国から約1,500名の参加者を得て『第60回全
国保育研究大会』を開催しました（会場：アスティとくしま　他）。
　「すべての子ども・子育て家庭を対象に、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援の
質・量の拡充を図る」とする「子ども・子育て支援新制度」が平成27年4月1日に施行され、1年半が
経過しました。法の趣旨を踏まえ、新たな給付の仕組みの下
で、会員それぞれの現場で、健やかなる子どもの育ちのため
の取り組みがすすめられています。
　公・私立21,000か所の保育所・認定こども園等の会員で
組織している全国保育協議会と、保育士等18万3千人が加入
する全国保育士会は、保育の社会的な意義・役割についての
認識を一層深めるとともに、全国の子どもの最善の利益の保
障に向けた保育関係者の姿勢を広く社会に発信するために、
大会宣言『すべての人が子どもと子育てに関わりをもつ社会
の実現をめざして』を、大会初日に採択しました。

平成29年度は兵庫大会です。べっぴん（別品）あふれる兵庫でお待ちしています！

　大会1日目の式典は、大和忠広 徳島県保育
事業連合会 会長（本大会運営委員会　副委員
長）の開会挨拶に始まり、飯泉嘉門 徳島県知
事、喜多宏思 徳島県議会副議長（嘉見博之 徳
島県議会議長の代理出席）、遠藤彰良 徳島市
長から来賓祝辞をいただきました。
　表彰では、厚生労働大臣感謝や全国保育協
議会特別感謝など、永年の保育活動において
功績が顕著であった方がたを表彰し、受賞代
表者に記念品がおくられました。
　式典に続き、行政説明（楠目聖 厚生労働省
雇用均等・児童家庭局 保育課 企画官）、基調
報告（万田康 全国保育協議会 会長）が行われました。行政説明では、少子化対策の取り組
みや保育対策関係予算など、保育分野の最新の動向・情報について説明がなされました。基
調報告では、社会福祉法人改革や子ども・子育て支援新制度等に対して全保協が表明してき
た意見について説明するとともに、今後の全国保育協議会組織のあり方等が報告されました。
　2日目は、11の分科会に分かれて研究討議が行われました。各分科会の様子は本紙15頁以
降に掲載しています。

　3日目は、森の案内人・写真家 小西貴士氏の
『子どもであるという自然』と題した記念講演が
行われ、保育者でもある小西氏ならではの視点
で撮影された写真のスライドショー形式で講演
が行われました。
　その後、次年度開催地である兵庫県保育協会
からの挨拶、閉会式が行われ、盛会裏に大会を
終了しました。

第60回全国保育研究大会
 （徳島県）開催
～すべての人が子どもと子育てに関わりをもつ
� 社会の実現をめざして～

次回、第61回全国保育研究大会は、平成29年11月15日（水）～17日（金）兵庫県神戸市で開催予定です。

徳島の子どもたちと保育士による迫力のあるアトラクション
「おどらなそんそん　あい（I／愛／藍）・あわ（OUR／阿波）・おどり」

来賓の遠藤徳島市長。圧巻の阿波踊りを披露！

記念講演の小西貴士氏
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発表① 　子どもの身体能力の低下に危機感を感じて、これまでの保育士主導
型の保育を見直し、子どもが自ら主体的に遊びながら運動能力等が身について
いくような環境づくりを実践。
　試行錯誤の末、子どもが主体的に遊べる園庭づくりに取り組むことにより、運動
能力が向上し、ケガも少なくなり、持続力や集中力も養われ、自分の考えを言葉で
伝えることが以前より上手になる等、取り組みの成果を実感したとの発表でした。

発表② 　自己肯定感を育む保育のあり方について研究。保育者間での話し合い
ではブレーンストーミング法を採用し、子どもの行動観察記録をもとに課題の抽出
や子ども理解を深めた。検証された課題への取り組みとして「大好き抱っこ保育

（愛情欲求を満たす）」、「リーダー保育（成功体験）」、「いいね！保育（承認欲求を満
たす）」を実践。子どもは素直に甘えることが多くなり、自発的、意欲的に活動す
るようになりました。保育者にも笑顔が増え、保育者自身の自己肯定感も高まった
と感じられる。今後は、より一層の保護者支援に努めていきたいとの発表でした。

発表③ 　保育所における遊びの質の向上をめざした実践研究。子どもの現状
把握、環境構成と援助のあり方について園内研修を実施。事前研、事後研を通
して「子どもの内面を意識すること」、「保育者間のコミュニケーション力を意
識すること」につながり、保育力が向上。また、保育の営みや子どもの成長を
保護者や地域へ発信していくことによって、小・中学校への接続をスムーズに
したり、温かい人間関係を育んだり、保育所・家庭・地域が一体となった保育
環境をつくることや、より深い子ども理解につながったとの発表でした。

助 言 　3組の発表には自己肯定感・自尊感情の向上、子ども理解から保育
を見直して実践をすすめるという点に共通性があり、討議の柱をもとにグルー
プで話し合いました。子どもが自らの生活を自らの力で推進していく姿が認め
られる保育空間をつくることが大切だとの講評をいただきました。
　講義では、保育者が子どもの傍らにいる居方についてや子ども同士の関わり
を生む空間づくり、援助のポイント等をご指導いただきました。また、世界の
潮流として「何を知っているか（領域固有の知識技能）」から「どのようにして
問題解決を成し遂げるか（資質能力）」の時代に移行しつつあること。それゆ
え、乳幼児期において、認知能力と相互補完的な非認知能力（見出し、工夫し、
支え合い、解決する等）を培うことが、これまで以上に重要になってくるとの
お話をいただきました。

発表① 子どもの自ら育つ力を信じて
石川県金沢市　社会福祉法人小立野善隣館　小立野善隣館愛児園

園長　吉田　敬子　氏／主任　小竹　良子　氏

発表② 自己肯定感を育む保育の実践～5歳児クラスでの取り組みを通して～
大阪府貝塚市　社会福祉法人ときわ福祉会　ひがし保育園　保育士　平松　豊　氏

発表③ 遊びの充実をめざして
高知県香南市　香南市立佐古保育所

所長　山本　美和　氏／主任保育士　古味　美和　氏

助言者 西南学院大学　人間科学部　教授　門田　理世　氏

第1分科会　「新たな時代の保育実践～すべての子どもにむけて～」

発表① 　「気になる子」について、4年前より園内研修の課題として継続的に
取り組んできたが、クラス内での話し合いだと、一面的な見方に偏ったり、クラ
スを超えた連携が取りにくいなどの問題点がありました。そこで「気になる子」
の状況や発達過程を明確化するために『発達チェックリスト』等の評価ツールを
活用した結果、誰もが納得でき、実態把握しやすくなったと報告がありました。
　また、保育カンファレンスを充実させることで保育の質が高まり、適切な支
援を行えるようにもなりました。さらに保育者の質が向上することで、クラス
の保育の質も向上し、『気になる子』を含めたすべての子どもの育ちを保障する
ことにつながったとの発表でした。

発表② 　診断名はつかないが配慮を必要とする子どもへの支援について、園での
取り組みや外部機関との連携を重ね、支援方法を模索するなかで、巡回相談員の指

導を受けたことで支援の幅が広がったとのこと。『把握シート』や『基礎情報シー
ト』を用いて課題をリストアップし、『生きる力の基礎となるもの』、『今、ここで必
要なもの』を優先した支援計画を作成したことで、子どもの実態把握がより詳しく
でき、問題行動を分析することでその子に合わせた支援を行うことができました。
　また、職員側の見方や関わり方を変えることで、子どもも保護者も変容する
ことを学び、支援は園だけで終わるのではなく、その子の生きやすい環境を多
くの人が作り上げていくことが大切だという発表でした。

発表③ 　園舎改築による定員増とベテラン職員の退職を機に、配慮を必要と
する子どもへの支援体制等の課題が表面化しました。一部の職員ではなく、園
全体の力を高めることを目的に熊本市の発達支援コーディネーター研修に参加
し、タイプの違う3人の保育士を発達支援コーディネーターとする体制をとり
ました。複数名のコーディネーターがいることにより、子どもや保護者のタイ
プに合わせた対応や、多角的見方ができるようになり、クラスの検討会、日常
保育の援助など、どの年齢の子どもたちにも対応しやすくなりました。
　保育士同士、保護者同士が支え合う関係を大切にしながら、子どもを中心に
育ち合う関係を築けるように努力しているとの発表でした。

助 言 　知的障害、身体障害、発達障害にどのような種類があるか理解する
ことで、障害の特性へ合わせた支援方法が分かるとのお話がありました。また、
すべての子どもにとって有用な方法を取り入れた『ユニバーサルデザイン的保
育』による、合理的配慮と援助を行う過程では、問題行動への対応やその後の
発達支援の必要性が高いことについてもご助言いただきました。
　加えて、特に難しいとされている保護者支援について、保護者理解をしてい
くことが最も大切で、障害のある子どもの保護者は『共同協力者』ではなく、
困り感をもつ保護者であり、障害を抱える当事者であるということを理解し、
障害の受容のための5つのプロセスを理解したうえで、困っているのは子ども
であり、その子を抱える保護者でもある、保護者支援とは、保護者の心を支援
することだとのご助言をいただきました。

発表① 配慮を必要とする子どもや家庭への支援に向けて 
 ～『気になる子』の支援のあり方を探っての試み～

岩手県軽米町　軽米町立軽米保育園
主任保育士　榿澤　順子　氏／保育士　安藤　美由紀　氏

発表② 配慮を必要とする子どもや家庭への支援に向けて 
 ～その子に合わせた支援と外部機関との連携～

静岡県三島市　三島市立青木保育園　主任保育士　岩見　真紀　氏
静岡県三島市　三島市立緑町佐野保育園　主任保育士　渡邉　和絵　氏

発表③ 子どもと保護者と保育園と 
 ～熊本市ネットワーク型支援の中での旭保育園の取り組み～

熊本県熊本市　社会福祉法人旭保育園　園長　鬼木　紀代美　氏

助言者 大阪府立大学　准教授　里見　恵子　氏

第2分科会　「配慮を必要とする子どもや家庭への支援にむけて」

発表① 保育の質を高める自己評価とは～自己評価と園内研修を見直す～
栃木県宇都宮市　社会福祉法人河内福祉会　さくら保育園

園長　佐原　美佳　氏／主任保育士　佐藤　史子　氏

発表② 「子ども時間」の設定による子ども主体の保育を展開するために
京都府舞鶴市　社会福祉法人河守福祉会　八雲保育園
副園長　中小路　愛美　氏／保育士　迫田　顕子　氏

発表③ 子ども理解を深める所内研修の工夫 
 ～職員のチーム力を高めるための3年間の取り組み～

香川県高松市　高松市立川島保育所
副所長　瀧　佐織里　氏／主任保育教育士　佐々木　信男　氏

助言者 武庫川女子大学　教授　倉石　哲也　氏

第3分科会　「保育者の資質向上を図る」
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発表① 　園独自で作成したスキルチャートを用いて自己評価に取り組んでい

ましたが、保育の質の向上につながる取り組みであったかを園全体で考え、こ
れまでの取り組みの問題点、自己評価表の内容・園全体の評価のまとめ方・研
修計画の立て方を改善。新しい評価表を作成し、自己評価の結果から園全体の
弱みを抽出しました。それを次年度の園内研修テーマとすることで職員が主体
的に保育の質を高める研修計画を立て、全体の保育の質の向上につながったと
の発表でした。

発表② 　5年前から実施している保小連携活動において、保育や教育の質の
向上を図ろうと、子ども主体の保育である『子ども時間』を取り入れて、成長
する子どもたちの姿と、そんな子どもたちの姿に触れてともに成長する保育士
の姿を考えました。
　子どもを見る保育の視点を3点設定し、『子ども時間』の保育記録を事例に出
して学び合い検討することで遊びの質が変化し、子どもたちの学びの姿から保
育士の自己肯定感も高まり、変容が見られたとの発表でした。

発表③ 　職員同士が互いの子ども観や保育観を知り、学び合い認め合うなか
で職員のチーム力を構築するために、参加型所内研修で子どもを肯定的にとら

える視点、かかわり方の学びや相互理解を深めました。
　この他に所内研修では、エピソード記述を基に子どもの心の育ちの支援のあ
り方を学ぶとともに、他のクラスでの保育体験を自分のクラスの保育に活かす
研修などによるチーム保育も実施することで、職員間の相互理解が深まり、職
員一人ひとりがスキルアップし、保育の質の向上とチーム力を高めることがで
きたとの発表でした。

助 言 　保育の質の向上を、園内研修を通して実現するには、成果を視覚化
させることが重要で、その１つは園での研修・教育モデルをつくること。保育
者は専門職としての資質・専門性を高めるために、学びの連続性を担保するこ
とが大切。資質の中心には、保育士の人間としての哲学（使命感）があること。
また、『保育チーム力』を高めることも重要であり、保育士がお互いに高めあう
ための協働性や、人材育成に必要なスーパービジョンの意義など、細かく講義
していただきました。
　最後に、保育者の資質の向上は組織全体で取り組むこと、施設間で研修内容
を共有するなどして、幅広い視野で取り組んでほしいとのエールをいただきま
した。

発表① 　東日本大震災後、子育て支援センターが、失いつつあった地域コミュ
ニティの場として、また、子育てについてさまざまな人とかかわり合えるコミュ
ニティの場になっています。保育者は、震災後の子育てへの不安軽減や子育て
の喜びや楽しさを実感していただくために、園行事への招待や給食会の実施な
ど、保護者たちに寄り添った支援を実施。保護者や利用者同士のつながりを、
保育者が深め、広げていくために、子育て支援センターや保育園が地域のコミュ
ニティの場となる必要があるとの発表でした。

発表② 　平成3年の地域育児センター開設から試行錯誤を重ね、公園や公民
館などで人形劇や親子あそび、紙芝居などを行う『ドレミ』や、10年以上続く
ベビーマッサージと離乳食試食会など、さまざまな地域子育て支援を実践。
　また、平成27年度からは発達心理学の先生を招いての個別の子育て相談を実
施するなど、『お母さんの心に寄り添う』ことを大切に、地域の親子と少しでも
長く、そしてずっとつながっていく取り組みの発表でした。

発表③ 　保育所を中心に、子育て支援センター、児童館との交流をもちなが
ら、子育て支援事業を推進する別府市の公立保育所。公立保育所が子育て支援
拠点となって10年が経過したことを機に、これまでの取り組みを再評価し、今
後の支援のあり方を研究。
　悩みを抱えながらも身近な人になかなか相談できず、氾濫する情報に振り回
されてストレスを溜める母親を受けとめ、悩みや心配事を聴いたり、子どもと
のかかわり方のモデルを示したりすることで、社会とのつながりをもって安心
して子育てができるよう、取り組みを続けていきたいとの発表でした。

助 言 　地域子育て支援にかかわる支援者の役割は、まず『場をつくる』こ
とです。園庭などの特徴のほか、普段の保育の環境から活かせる知識や技術も
あるはずです。場をつくり、迎え入れ、相談相手となる。そして利用者同士や
地域とつなぐ。子どもの姿から育ちを支える環境を構成し、かかわりを見出し、
働きかけることが保育士等の専門性を活かした地域子育て支援です。
　また、「地域子育て支援拠点事業実施要綱」を必ず読んでいただきたいとのお
話をいただきました。

発表① 子育ての喜びや楽しさを実感できる支援を 
 ～子育て支援センターと保育園のつながりから～
福島県南相馬市　南相馬市立原町さくらい保育園　主任保育士　今野　満子　氏

福島県南相馬市　南相馬市立原町あずま保育園　保育士　佐藤　真規　氏

発表② 地域の子育て家庭への支援の充実化にむけて 
 ～お母さんの心に寄り添いたい事業～

神奈川県相模原市　社会福祉法人さがみ愛育会　すこやか保育園
園長　小林　祐子　氏／保育士　山中　恭子　氏

発表③ 地域の子育て家庭への支援の充実に向けて 
 ～子育て支援のネットワーク作り～

大分県別府市　別府市立内竃保育所　主任保育士　石和　　恵　氏
大分県別府市　別府市立鶴見保育所　主任保育士　三口　みゆき　氏

助言者 関西学院大学　教育学部　教授　橋本　真紀　氏

第4分科会　「地域の子育て家庭への支援の充実にむけて」

発表① 　川崎市教育委員会栄養士へのインタビューや、卒園児の保護者に向
けた食育のアンケートを行い、そのデータを分析していく事で、小学校での給
食の様子や家庭での食生活のことがわかり、保育所で何ができるか、何をして
いけばいいかがわかってきました。引き続き家庭と連携して食育のさまざまな
活動を行い、今後につなげて行くという発表でした。

発表② 　年齢別食育計画を作成し、菜園活動、クッキング活動、保護者の保
育参加・給食参加、朝食アンケート調査などさまざまな活動を行ってきた報告
や、詳しい実践報告が行われました。食育活動はただつくって食べるだけでな
く、そのなかでのいろいろな関わりや思いが生きる力になる基がつくられてい
ることを考えながら、心の栄養となり、心育てにつながっていくよう、家庭へ
も発信したいとの発表でした。

発表③ 　保護者と保育所が一体となって親子で食に興味・関心をもってもら
い、家庭でも食にかかわってほしいとの思いで、食育を取り入れた保育参加『食
のテーマパーク』の活動を中心に報告されました。活動を通して「食育って楽
しい」「もっと学びたい」と身近に感じられるようになり、職員も食に対する意
識が共通理解できてきたので、これからも子ども・保護者とともに育っていき
たいとの発表でした。

助 言 　食育目標の具体的なイメージとする5つの子ども像『①おなかがす
く子ども』『②好きな物が増える子ども』『③一緒に食べたい人がいる子ども』

『④食事づくりにかかわる子ども』『⑤食べ物を話題にする子ども』をふまえ、
子ども同士・保育士・栄養士・調理員などと一緒に食べたり食事をつくったり
するなかで、子どもの『人とのかかわる力』が育まれるように環境を整えるこ
とが重要とのお話をいただきました。

発表① 家庭や地域との連携による食育の推進―活動を振り返り次に繋げる―
神奈川県川崎市　社会福祉法人尚栄福祉会　すこやか溝口保育園

栄養士　山永　かおる　氏／栄養士　名古屋　茉佑　氏

発表② 家庭や地域との連携による食育の推進
鳥取県琴浦町　一般財団法人みどり保育園

園長代理　齊尾　清美　氏／園長補佐　別所　裕子　氏

発表③ 親子で育む生きる力～保育参加を通して～
鹿児島県霧島市　社会福祉法人金剛福祉会　牧之原認定こども園
主幹保育教諭　中村　千代美　氏／栄養士　武石　ひとみ　氏

助言者 白梅学園大学　教授　師岡　章　氏

第５分科会　「家庭や地域との連携による食育の推進」
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         保育士の質の向上をめざして 

    子ども時間の設定による子ども主体の保育を展開するために 

 

                     京都府舞鶴市 社会福祉法人河守福祉会 

八雲保育園 

 

１．テーマ設定の理由 

 本園では、子ども主体の保育を実践する為に「子ども時間」を取り入れている。それは、

５年前から実施している舞鶴市立由良川小学校との保小連携「つながり活動」において、

保育や教育の質の向上を図ろうとした事がきっかけである。  
「子ども時間」の設定については以下の３点を考慮し、子ども自らが遊び込める時間と

環境をつくることを重視した。 

（１）時  間 自分のしたい遊びがすぐできるように、登園後すぐから。 

（２）年  齢 異年齢を基本とした交流 

（３）活動内容 四季の自然を利用した園庭での遊びや造形遊び等。 

 

２．研究の目的と方法 

 本研究では、「子ども時間」を通して成長する子ども達の姿と、そんな子ども達の姿に

触れ、共に成長していく「保育士の姿」を考えたいその際、遊びの中での子ども達の姿を

みとる保育の視点を以下の３点とすることにした。 

 (１) 環境の中で対象に働きかけて活発に遊んでいるか。工夫しているか。 

 (２) 子ども自ら言葉を発しているか。伝え合っているか。 

 (３) 人やもの、対象とのかかわりにより学びを深めているか。 

 

３．研究の経緯 
 「子ども時間」とは、子どもが自分のペースで遊び込む時間である。保育実践にお

いては、寄り添い支えることが重要であり、保育士は子どもが遊び込む為の環境を準備し、

迎え入れる。 

 以下の項目では、子ども達が使用する教材や教具、道具の整え方、保育における保育士

の支援の心構えや方法、「子ども時間」の時程設定等について、改訂前と改訂後とを比較

しながら取り組みの経緯について紹介する。 

 

（１）日課時程（１日の流れ）について 

 自由遊びの時間を「子ども時間」とし午前に設定する。 
                      

 

〈改訂前〉 

 

                                  

  

登
園 

園 降
園 

午前 
子ども時間 

午後 
コーナー遊び 

「保育士の質の向上をめざして」 八雲保育園
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〈改訂後〉 
（２）道具（教材・教具）について 

 ・デザイン性のものから、本物の調理道具へ 

   おろし器、泡だて器、すりこ木、やかん、鍋、ふるい等 

  ・固い物から柔らかい物(形を変化させられる物)へ 

   自然物(泥、砂、水、実、種、葉、花)石けん、箱、紙、等 

（３）教材・教具の置き方について 

  ・何気なく置くのでなく、教育的意図を持って 

  ・一斉の姿を予想したものでなく、あの子はこういう事をするのではという予想の元
で 

  ・誘い水は目的達成の為でなく、遊びの動機づけとして 

（４）保育士について 

  ・指導するのではなく、寄り添い支える 

  ・指示を出すのではなく、共感し提案する 

  ・見守るだけでなく、展開を見通しながら見守る 

 ・担任制から、担当制へ 
（５）とり組みの経緯について 
  スタート  平成 24 年 7 月 

・様々な活動ができるように、様々な遊びの準備をした 

・子どもの遊んでいる姿を連想しながら、多すぎない量の道具を出しておいた 
・自然物との出会いに注目した 

           ↓ 
  １年目    平成 25 年 4 月 

・「遊びと環境について」毎日試練の日々 
・保育士のストレスがたまらないように、一人の悩みは皆で共有する 

・遊びの瞬間を心にとどめ記録をとる 
       ↓ 

 2 年目  平成 26 年 4 月 
・子ども達が前年に見たこと、経験したことを受けついで遊ぶようになる 
・保育士も見通しが持てるようになる 
・準備にも支援にも各保育士ごと工夫がみられるようになる 

           ↓ 
 3 年目  平成 27 年 4 月 
・新任保育士が子ども時間を理解して働けるのか？ 
・子どもたちと同じように見守り寄り添う事が大切  
・5 歳児  の学級的活動としてのテーマ活動の試み 

（６）根拠資料（会議録より） 

  「子ども時間」の導入や設定においては、管理職を中心に、共通理解を諮るために職員
会議を重ねてきている。以下がその根拠資料となる会議録の一部である。 
 
 
 
 

 
 
 
 

「保育士の質の向上をめざして」 八雲保育園
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 平成24年5月12日（土） 

・保育の見直し月～水日課あり。木金、日課なし、外内関係なく自由に遊べる環境 

・5月24日から仮称「科学の日」と題して、すみれ/コーナーをしっかり設定、遊戯室/固定遊具の設置、
戸外/その時々で〈流れ〉9時30分遊びスタート 

 

 平成24年6月2日（土） 

・主体的な時間「科学の日」 〈声かけ・設定〉 

・保育士の思いが違うと場の雰囲気が違ってくる 

・各部屋で責任を持ってルールも作りながら見守る 

・保育士主体の生活でなく、子どもの自由時間を作って大切にしていく 

 

 平成24年6月30日（土） 

・自然物であそぶ。自然物で見立ててあそぶ。その中で思いやりを育てる 

・遊んでいる様子をお便りで発信する。子ども達の発見やエピソードをわかりやすく書いて伝える 

・子ども時間でできた物は、貼って飾って置く。作った物を並べて置くと、子ども達の脳に刺激 を与

えて良い 

 

・保育者の心得、片付け方、整理整頓が重要。毎日同じところに必ず片付ける。口は出さずに動 きで

示す 
・環境設定を頭を使ってすると子どもも頭を使ってする 
・子ども時間の中での主活動 

・ざわざわした中での主活動の効果と結果。主活動の活動の場の設定を見直しながらコーナーの 中で

設定する方法。コーナーにも目をくばれ、主活動も入れる場所。保育士はあくまでお伝い 子どもの要

求を受け止め応える。異年齢の関わりの場である。ルールは徹底する。必ず。 
・主活動のあり方 
絵画や製作は8人以上は出来ない。大事な所と主活動両方に目が配れるように環境を整える。 子ども

の関わり方。子どもは2つの事が出来る。8人の活動の様子を見ながら後から入ってくる子ども同士で
教え合う中で、教える子がその子の分もやってしまう事があるが大丈夫。やってくれている姿を見て

、いつか自分もやってみようという気になったらよい。いつか出来るようになる。無理に気がないの

にやらせようと思っても力にならない。 

 

平成24年7月26日（土） 
・おたより/子ども時間増刊号も発行する 
・第三者評価でも言われたが、発信が少ないのでもったいない。 
・園での生活を知らせていく。 

・8月のテーマ「続・子ども時間」等 

 
 平成24年11月10日（土） 
・子ども時間とは 
・先生がその場所の担当にいるけれど周りをしっかり把握してすぐ動けるように 

・その場その場に声をかけて指導していく（個々に） 
・片付け、一人一人に声をかけていく。全員に言うのではない 
・まかせっきりにならない 
・前日に導入をしてからの次の日の製作がある 
・危なくないように見守りながら、2、3人に道筋を伝えておいて他のコーナーにも目をかけ声  かけ

－2－ 
 

〈改訂後〉 
（２）道具（教材・教具）について 

 ・デザイン性のものから、本物の調理道具へ 

   おろし器、泡だて器、すりこ木、やかん、鍋、ふるい等 

  ・固い物から柔らかい物(形を変化させられる物)へ 

   自然物(泥、砂、水、実、種、葉、花)石けん、箱、紙、等 

（３）教材・教具の置き方について 

  ・何気なく置くのでなく、教育的意図を持って 

  ・一斉の姿を予想したものでなく、あの子はこういう事をするのではという予想の元
で 

  ・誘い水は目的達成の為でなく、遊びの動機づけとして 

（４）保育士について 

  ・指導するのではなく、寄り添い支える 

  ・指示を出すのではなく、共感し提案する 

  ・見守るだけでなく、展開を見通しながら見守る 

 ・担任制から、担当制へ 
（５）とり組みの経緯について 
  スタート  平成 24 年 7 月 

・様々な活動ができるように、様々な遊びの準備をした 

・子どもの遊んでいる姿を連想しながら、多すぎない量の道具を出しておいた 
・自然物との出会いに注目した 

           ↓ 
  １年目    平成 25 年 4 月 

・「遊びと環境について」毎日試練の日々 
・保育士のストレスがたまらないように、一人の悩みは皆で共有する 

・遊びの瞬間を心にとどめ記録をとる 
       ↓ 

 2 年目  平成 26 年 4 月 
・子ども達が前年に見たこと、経験したことを受けついで遊ぶようになる 
・保育士も見通しが持てるようになる 
・準備にも支援にも各保育士ごと工夫がみられるようになる 

           ↓ 
 3 年目  平成 27 年 4 月 
・新任保育士が子ども時間を理解して働けるのか？ 
・子どもたちと同じように見守り寄り添う事が大切  
・5 歳児  の学級的活動としてのテーマ活動の試み 

（６）根拠資料（会議録より） 

  「子ども時間」の導入や設定においては、管理職を中心に、共通理解を諮るために職員
会議を重ねてきている。以下がその根拠資料となる会議録の一部である。 
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をする 
・しなやかに動く、まずはゆっくり歩く。子どもが主人公！保育士がこうもっていこうと思って はダ

メ！！ 
・片付ける場所もしっかり決めておく。指導型にならないように 
・いつも同じでなければいけないわけではないので年齢によって変えていけば良い 
・一人一人に教育的指導、一斉保育とは違う 

・直してほしい事は毎日じっくり１対１で伝える 
・忙しいは言い訳。しっかりと周りを見る。遊びを注意深く見る 
・相手の気持ちを相手に伝える。相手を思いやる言葉を伝える。先生が代わりに相手に伝える 
・保育士は遊びこんではいけない。遊びが成立したら外に出る 
・こまっている事に対してその子に合う言葉を毎日探す 

・○○言ったら、こんな反応だった。一文だけでもいい。言葉がけと反応を書きとめていく等 

 
 平成25年4月6日（土） 
・記録/書く練習。個人記録ノート77名分 

・子ども時間を記録にとる 
・大人は遊びこんではいけない。遊びこんでしまうと保育士指導型になってしまう 
・ヒントを与えるのは困っている時だけ 
・10分で移動していく。（5分でもいい、1分の時もある） 
・子どもが遊び込んでいる時に声をかけると遊びが中断される 

・遊び込ませる誘い水等 

 

 

４． 実践の効果 

 研究の経緯で示したように、「子ども時間」による環境設定や教材・教具の整え方、子

どもをみとる保育の視点の変更は、本園に新たな子どもの見方をもたらし、それまで見ら

れなかった遊びを生み出すようになった。いわゆる、子どもの遊びが質的に変わる手応え

を感じたのであった。 

 本稿では、それらのことについて事例を通して検討すると共に、子ども時間においての

「保育士の変容」について紹介する。 

 

（１）事例１「だんご虫ってポケットが」 記録 岸田紀子（本園での勤務暦 32年） 

  事例１    平成 24年 6月 28日    3歳児      記録 （岸田紀子） 

             「だんご虫って、ポケットが好きなんやでぇー」 

  部屋を飛び出したマヒロは、迷うこともなくスロープ横を目指した。 

花壇の中をのぞき込み草をかきわけ、そのブロックと土のすきまを端 

から端へと目で追っている。 

「だんご虫おった」だんご虫を手に取ると、そっとポケットの中に入れた。「だんご虫って、ポケ

ットが好きなんやでぇー」「だんご虫は暗いところがすきなんやもん」 

  〈考察〉 

 やみくもに探すのではなく、一目散にその場へ向かう様子に３歳児の力強さを感じる。土の中が

暗いということを理解した上でポケットの中の薄暗さと結びつけたのである。 

 

「保育士の質の向上をめざして」 八雲保育園



169平成28年度 乳幼児教育ビジョン推進事業 報告書

－5－ 
 

 

・活動を振り返って（事例１で見る保育士の変容） 

 これまでの私であったら、マヒロのこのような言葉もその姿もありふれたことと見逃し

ていたと思う。もっと極端に言えば「キャー だんご虫はポケットには入れないよ」と言

ってしまっていたかもしれない。もし、そんなことを言ったとしたらマヒロのこれまでの

だんご虫との体験、そこで得た感性、伝えようとした思い、それら全てを台無しにしてし

まったであろう。 

 子ども時間の中、ひとり一人の姿を見つめることでその動きや言葉には全て意味があり

それを丁寧にくみ取っていくことで個々の成長を読み取ることができると実感した瞬間

である。 
 

  岸田は、本園の主任保育士である。子ども時間の運用にあたっては、自身の変容の必要

性があったものと考えられる。これまでの保育を振り返り、子ども時間の運用にあたりど

のような思いでやってきたのか聞いてみた。 
 

   子どもと創る「はじめの一歩」            主任保育士 岸田紀子 

 私は本園に勤務し 32年、長い間保育士指導型保育を続けてきたが、今ではそれが遠い過去のこ
との様に思い出される。その時代の私の保育とは子どもに手をかけ、いろいろなことを教えていく

ことが努めと思っていた。 

 そんな中、平成 13年に園長指導の元、異年齢児保育のきょうだい活動がはじまった。当初の私
は子どもにゆだねることに不安をかかえ、まようことが多くあった。それをどの様に乗り越えてき

たのかと思い出すと、日々の話し合いによる子どもの姿の共有と次のステップへと導いてくれる園

長の存在が大きかったと考える。 

 園長・副園長・当時の主任をはじめ、私達職員一同が同じ方向に進み、当園のチームワークにつ

ながったのだと思う。そんな歩みの中でおとずれた子ども中心の保育「子ども時間」の運用は私に

とっての新たな試練となった。私にとっての試練とは、 

① 様々な活動が出来る「子どもの学びが豊かになる素材の準備」とはいかなることか？具体的に

何をどこにどんな風に準備するのだろう。 

②子どもの姿の記録とは？いつどんな風にどんな姿を記録するのだろう。 

 先の事例は、不安をかかえながらも毎日とり続けた記録の中、子どもの姿が見れたと感じた最初

のエピソードなのである。 

 

（２）事例２「けんかしとる」    記録 澤田 梓（本園での勤務暦２年） 

  事例２    平成 27年 7月 17日    4歳児     記録 （澤田 梓） 

                      「けんかしとる」 

  今年はカニの発生率が高い。裏庭へさつま芋の水やりに行く度に捕まえては帰り、観察ケースの
中、今や５匹のカニがひしめいていた。 

「けんかしとる」 

翠南が心配そうに翔太に伝えた。翔太はすみれ組の生き物博士、何か良い手立てを示してくれると
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をする 
・しなやかに動く、まずはゆっくり歩く。子どもが主人公！保育士がこうもっていこうと思って はダ

メ！！ 
・片付ける場所もしっかり決めておく。指導型にならないように 
・いつも同じでなければいけないわけではないので年齢によって変えていけば良い 
・一人一人に教育的指導、一斉保育とは違う 

・直してほしい事は毎日じっくり１対１で伝える 
・忙しいは言い訳。しっかりと周りを見る。遊びを注意深く見る 
・相手の気持ちを相手に伝える。相手を思いやる言葉を伝える。先生が代わりに相手に伝える 
・保育士は遊びこんではいけない。遊びが成立したら外に出る 
・こまっている事に対してその子に合う言葉を毎日探す 

・○○言ったら、こんな反応だった。一文だけでもいい。言葉がけと反応を書きとめていく等 

 
 平成25年4月6日（土） 
・記録/書く練習。個人記録ノート77名分 

・子ども時間を記録にとる 
・大人は遊びこんではいけない。遊びこんでしまうと保育士指導型になってしまう 
・ヒントを与えるのは困っている時だけ 
・10分で移動していく。（5分でもいい、1分の時もある） 
・子どもが遊び込んでいる時に声をかけると遊びが中断される 

・遊び込ませる誘い水等 

 

 

４． 実践の効果 

 研究の経緯で示したように、「子ども時間」による環境設定や教材・教具の整え方、子

どもをみとる保育の視点の変更は、本園に新たな子どもの見方をもたらし、それまで見ら

れなかった遊びを生み出すようになった。いわゆる、子どもの遊びが質的に変わる手応え

を感じたのであった。 

 本稿では、それらのことについて事例を通して検討すると共に、子ども時間においての

「保育士の変容」について紹介する。 

 

（１）事例１「だんご虫ってポケットが」 記録 岸田紀子（本園での勤務暦 32年） 

  事例１    平成 24年 6月 28日    3歳児      記録 （岸田紀子） 

             「だんご虫って、ポケットが好きなんやでぇー」 

  部屋を飛び出したマヒロは、迷うこともなくスロープ横を目指した。 

花壇の中をのぞき込み草をかきわけ、そのブロックと土のすきまを端 

から端へと目で追っている。 

「だんご虫おった」だんご虫を手に取ると、そっとポケットの中に入れた。「だんご虫って、ポケ

ットが好きなんやでぇー」「だんご虫は暗いところがすきなんやもん」 

  〈考察〉 

 やみくもに探すのではなく、一目散にその場へ向かう様子に３歳児の力強さを感じる。土の中が

暗いということを理解した上でポケットの中の薄暗さと結びつけたのである。 
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思ったのだろう。すぐに他の子ども達もやって来て、観察ケースをのぞき込む。 

 「けんかや、けんかや」 

 「見せて、見せて」 

 「上にのっとる」 

 「先生けんかしとる」 

 ＳＯＳを受け、「どうしょう」と更に問い返す。 

 「せまいんかなぁ」 

 「大きい所にひっこした方がいい」 

 「家も作ってあげた方がいい」 

 「遊ぶ所もいる。そしたらけんかせん」 

勢いの良い返事が返って来た。 

 〈考察〉 

 カニに自分たちの生活の姿を重ねることで想像し、広い空間や居心地の良いすみか、遊ぶ場所が

必要だと考えている 

 

・活動を振り返って（事例２で見る保育士の変容） 

「けんかしとる。」から始まったカニの引っ越しは、その後、子ども達の興味に満ちた

活動へと展開を見せた。引っ越しの際には、手で持つことが出来ずペットボトルを使って

移しかえていたが、カニについて調べたり、調べた事を試したり、次々と勢いよくカニに

かかわろうとする子どもの姿に驚いた。保育士が何かをしてあげなくても子どもは必要な

ことや物を見出し、創造する力があることを痛感した。また、子ども達の力で家を作り、

調べ上げて世話をしたことでカニへの愛着がわき、カニのために居心地のいい空間づくり

に励んだことで命の大切さを考えることにもつながった。このような子どもの姿は保育士

指導では到底見られなかっただろうと考える。 

   

 本事例は、2年目の保育士である澤田によるものである。この活動を通して、おそらく

初めて、活動が展開していく様を目の当たりにし、子ども時間にたいして手応えを感じた

ものと思われる。 

 

ここでは、本人による聞き取りと、他の職員からの聞き取りを比較することにより、経

験値に元づいた意識の違いを明らかにしたい。 

○1 園の先生方に気付かせてもらったこと（記録 澤田梓） 

活動を支える為に、園の先生方に気づかせてもらったことは、以下の点である。 

・活動の提案として、子ども達が興味を持ちはじめていることを知らせていただいた。 

・環境設定として、必要な物やその数、場所などアドバイスを頂いた。又、それが何のために必要

か教えて頂いたり、気付くきっかけとなった。 

・子どもへの支援の仕方として、活動の中の子どもへのかかわり方（言葉のかけ方、見守り、記録

「保育士の質の向上をめざして」 八雲保育園
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）を実際活動の中で指導してくださるので、先生の言葉と支援をすることの意味が結び付きやすい 

活動の展開を先読みし、見通しをもって環境を整えることを指導していただき、目の前のことばか

りしか見えなかった私も見通しを持つことができた。又、その為には、子どもが発見したり学んだ

りすることを保育士が知っておかなくてはならないことも指導していただいた。 

 

 

 ②園の他の職員によるサポート（記録 迫田顕子） 

 若手保育士にとって、この「子ども時間」は私達が最初に学んで来たように連携、記録、遊び、

環境、支援と順序だてて学ぶことが良いのだろうが、保育経験の浅い段階では、一度に全部の必要

にせまられることに、難しさがあるのかも知れない。 

 それゆえに、若手保育士の指導には、手取り、足とり側に寄り添って、言葉を手渡すようにと心

がけている。経験値の浅い若手保育士は先が見えないのである。それは子ども達の姿とも重ねるこ

とができる。子ども達の支援と同じく指示するのでなく、寄り添い支える・指示を出すのではなく

、共感し提案する。見守るだけでなく、展開を見通してかかわることで活動をサポートしている。 

 

 

（３）事例３「小さいけど重いんや」   記録 迫田顕子（本園での勤務暦２０年） 

  事例３    平成 27年 8月 21日    5歳児      記録 （迫田顕子） 

            「小さいけど重いんや」  －浮かぶと沈むの関係性― 

  お泊まり保育の際、図鑑と見比べながら拾い集めた 

貝とその他の収集品を、次の日たらいの中へ入れ、砂 

を落とせるよう準備しておいた。すぐにライチとリオ 

がやって来て、たらいの中をのぞき込む。「貝は全部 

沈むなあ」と私がつぶやくと、「貝は重いんちゃう」と 

リオが言う。「くるみは大きいのに」とライチは不思議 

そうである。確かにくるみは全て浮いている。「くるみ 

は軽いんや」リオの中では、重さを計る法則があるようだ。「じゃあ、これは？」と私が沈ん

でいる小さな実を指すと、「小さいけど重いんや」とリオ。ライチはハッと気がついた様子で、

「くるみには何も入ってないんや。これには何か入っとる。切ってみよ」、カッターで切って

みると、「かして」と広げて見入った。瑞々しい中身がつまっている。「くっせ～。ゲー出そ

うや」と、そのにおいが生命力を感じさせる。 

 その様子を見ていたサクミチは、「花は浮くかなあ」と花を探しに行った。朝顔の花をとっ

て来て水の中に入れた。「浮いた」又、出かけて行き、今度は葉っぱを持って来た。「浮いた」

そして先程の実を息を止めながらそーっとその葉の上にのせた。「浮いた」さっきまで沈んで

いた実が葉の上で浮いた。 

「これおもしろい」サクミチは独り言でおもしろいと何 

度もつぶやきながら、ふたつ・みっつと実をのせて行く。 

レンが来て「何やってるの？」と尋ねた、「実は重いのに 

葉っぱの上にのせるとこうなった」とサクミチ。その説明 

を聞き、レンは「こんなんするでぇ」と実を高い所から落 

とした。それでもやっぱり実は葉の上で浮いた。「あーおも 
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思ったのだろう。すぐに他の子ども達もやって来て、観察ケースをのぞき込む。 

 「けんかや、けんかや」 

 「見せて、見せて」 

 「上にのっとる」 

 「先生けんかしとる」 

 ＳＯＳを受け、「どうしょう」と更に問い返す。 

 「せまいんかなぁ」 

 「大きい所にひっこした方がいい」 

 「家も作ってあげた方がいい」 

 「遊ぶ所もいる。そしたらけんかせん」 

勢いの良い返事が返って来た。 

 〈考察〉 

 カニに自分たちの生活の姿を重ねることで想像し、広い空間や居心地の良いすみか、遊ぶ場所が

必要だと考えている 

 

・活動を振り返って（事例２で見る保育士の変容） 

「けんかしとる。」から始まったカニの引っ越しは、その後、子ども達の興味に満ちた

活動へと展開を見せた。引っ越しの際には、手で持つことが出来ずペットボトルを使って

移しかえていたが、カニについて調べたり、調べた事を試したり、次々と勢いよくカニに

かかわろうとする子どもの姿に驚いた。保育士が何かをしてあげなくても子どもは必要な

ことや物を見出し、創造する力があることを痛感した。また、子ども達の力で家を作り、

調べ上げて世話をしたことでカニへの愛着がわき、カニのために居心地のいい空間づくり

に励んだことで命の大切さを考えることにもつながった。このような子どもの姿は保育士

指導では到底見られなかっただろうと考える。 

   

 本事例は、2年目の保育士である澤田によるものである。この活動を通して、おそらく

初めて、活動が展開していく様を目の当たりにし、子ども時間にたいして手応えを感じた

ものと思われる。 

 

ここでは、本人による聞き取りと、他の職員からの聞き取りを比較することにより、経

験値に元づいた意識の違いを明らかにしたい。 

○1 園の先生方に気付かせてもらったこと（記録 澤田梓） 

活動を支える為に、園の先生方に気づかせてもらったことは、以下の点である。 

・活動の提案として、子ども達が興味を持ちはじめていることを知らせていただいた。 

・環境設定として、必要な物やその数、場所などアドバイスを頂いた。又、それが何のために必要

か教えて頂いたり、気付くきっかけとなった。 

・子どもへの支援の仕方として、活動の中の子どもへのかかわり方（言葉のかけ方、見守り、記録
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しろい」座ったままジャンプするようにサクミチが歓喜し 

ている。レンも何だか得意気である。 

 〈考察〉 

 7月 15日に、ケンセイが発信したアンボイナ貝から始まり、貝の種類や形を調べていた子ど
も達は、今回、水に沈む貝の特徴に気付き、新たな発見につながった。それは今後貝の成分な

どに思いを及ばすきっかけとなるだろう。 

 又、リオは重い物は沈み、軽い物は浮かぶという「比較・対照」によって、「浮力」の素朴

生活概念を獲得している。 
ライチは中身を調べ見比べることで、その重さを感じとっている。 
サクミチは、３才児の時遊びの中で動かなくなったシーソーを見て「重さが同じなんや」と

いうことに気付いた。その気付きは両天秤でした比較を今回は「浮かぶー沈む」という上下関

係の中で確かめている。 

 レンの行動も、実験である。高い所から落とすことで増すエネルギーを利用し、変化を見よ

うとしたのではないだろうか。 

 

・活動を振り返って（事例３で見る保育士の変容） 

 本事例は、次々とくり広げられる子ども達の考えに目を見張り、やりとりや表情に注目

しながらとった記録である。その姿を見ることが出来たのは「子ども時間」の中、私自身

が「子ども達が、より多くのことが学べるよう、つながりを意識した活動作りや環境作り」

を行ったことによるものであると考える。 

 具体的に言えば、ケンセイが発信した「アンボイナ貝」について、全体に知らせ、皆で

調べ、思いをつなげ、大切に温めてきたこと、又、「貝を洗う」活動を、大人の手で済ま

せてしまわず興味を持った子が、自分でできるよう環境を置いたことによるものである。 

 子ども達はどんなささいなことからでも、色々なことを感じ考えている。一斉保育では、

そんな子ども達の感じ方や考え方をひとつひとつ丁寧に見たり、記録したり、考察したり

することは到底不可能である。しかし、「子ども時間」はそれが出来る。子ども達の学び

の姿こそが、私達の保育を動かした大きな原動力になっていることは確かである。 

 

事例の検討に当たり、「保育士が変わらなければ、保育を変える事は出来なかった」と

言う事を改めて実感するのである。 

 しかし、園の保育者の一人が変わっただけでは何も変えられない。皆が同じように変わ

る為に、私達は事細かに打ち合わせを繰り返した事が、会議録から読み取れる。そして、

その内容はすべて、今も私達が大切にしている事なのである。 

「子ども時間」とは、子どもが自分のペースで遊び込む時間である。その中での遊びを記

録し、事例に出して検証する事で学び合い、その時間をより良いものにする為に絶えず工

夫する事が、本園の保育士の意識を向上させる事につながっていると自負している。 

 

５．まとめ （記述 迫田顕子） 

  １、２年目の若手保育士にとってはもちろんのこと、中堅、ベテランの保育士にとって

「保育士の質の向上をめざして」 八雲保育園
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も、この「子ども時間」における子どもの姿は、未だに驚きと発見の連続である。そこに

共通するものは、「子どもって、すごいなあ」という思いであり、子ども達は教えられて

学ぶこととは比べものにならない程のことを、自分の手でつかみとっている。 

 その姿は、先に視点としてあげた(１)～(３)の事項を含め、自己発揮という言葉に置き

換えることができる。子ども達の自己発揮の姿を肯定的に見守り、その中での学びの姿を

見とることは、子ども達の自己肯定感につながることである。自己肯定感が、この時期の

子ども達にいかに大切かということはここで述べるまでもない。 

 又、子ども達の姿と同じく、保育士の姿の中でもお互いの姿に驚きと発見を見い出すこ

とができる。それはエピソードを基に語られることもあれば、環境を整える際の道具のそ

ろえ方や置き方、かかわり方の中に見ることができる。 

 ここで欠くことができないのが、保育士の自己発揮である。では、私達保育士はどのよ

うにして自己発揮して教科書のない「子ども時間」の営みをつむぐことができたのであろ

う。これは保育士をひとからげにして語ることはできない。 

「手早く理解して動く保育士」「様子を見ながら真似をする保育士」「指導者に寄り添っ

てもらうことで理解する保育士」等、様々なタイプがある中で、根気強く又、愛情深く導

いて下さった、リーダー(園長、副園長)が私達の姿を肯定的に見守り、その姿を認め、更

に導いて下さることで私達は子ども達の姿を通して自己肯定感を高め、更なる自己発揮を

可能にしたと考える。 

 子ども達と保育士の間に結ばれた信頼関係、保育士とリーダーの間に結ばれた信頼関係、

これこそが全ての根底にあるように思えてならない。 

 本園の「子ども時間」は、子どもと保育士の自己発揮によりそれぞれを高みへと導く、

主体性を重んじた保育であり、その主体性を支えるものは「信頼関係」であると結論づけ

たい。 
 

 ６．今後の課題 

 これまで子ども時間を通して、個々の子ども達の発見や成長に驚いてきた私達であるが、

４年目となる今年度は、更に「発達を意識した環境作りや活動作り」にも目を向け、新た

な試みを行っている。それが５歳児における、グループをつくってのテーマ活動である。

今年度は、種、スタンツ、サーキット、段ボール、等のテーマでそれを試したが、これま

で以上に子ども達の能力を引き出す事が出来たと感じている。テーマ活動の中で湧き出る

子ども達の考えやアイデア、それを伝える言葉は、通り一遍のものでなく、相互作用によ

ってどんどん変化し、その柔軟性や思考力には驚かされる事がたくさんある。また、保育

士の役割も、先を見通して、瞬間瞬間に、適切な関わりや言葉がけが求められる。 

 これまでの私達の課題は、子ども時間の「準備」だった。これからの私達の課題は「準

備と瞬時」である。準備を充実させ、教育的、意図的に援助するスキルを磨き、保育力の

向上をめざして、日々 努力を重ねてゆきたい。 
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しろい」座ったままジャンプするようにサクミチが歓喜し 

ている。レンも何だか得意気である。 
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いうことに気付いた。その気付きは両天秤でした比較を今回は「浮かぶー沈む」という上下関

係の中で確かめている。 
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・活動を振り返って（事例３で見る保育士の変容） 
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事例の検討に当たり、「保育士が変わらなければ、保育を変える事は出来なかった」と

言う事を改めて実感するのである。 

 しかし、園の保育者の一人が変わっただけでは何も変えられない。皆が同じように変わ

る為に、私達は事細かに打ち合わせを繰り返した事が、会議録から読み取れる。そして、

その内容はすべて、今も私達が大切にしている事なのである。 

「子ども時間」とは、子どもが自分のペースで遊び込む時間である。その中での遊びを記

録し、事例に出して検証する事で学び合い、その時間をより良いものにする為に絶えず工

夫する事が、本園の保育士の意識を向上させる事につながっていると自負している。 

 

５．まとめ （記述 迫田顕子） 

  １、２年目の若手保育士にとってはもちろんのこと、中堅、ベテランの保育士にとって
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７．おわりに                         中小路 愛美 

 本園の「子ども時間」の運用に当たっては、舞鶴市の連携事業で２年間に渡り、計４回

の公開授業をさせて頂いたこと。その際、保幼小連携に関する文部科学省の委員も務めら

れた鳴門教育大学大学院教授木下先生のご指導を受けたことが大きなきっかけです。 

 保小の連携では、それぞれの子ども達が授業の中で自己発揮する為の教育、保育の見直

しに取り組むと共に、教師と保育士が子どもを見つめる目を同じにすることが絶対的な課

題となりました。「私達は、子ども達のどんな姿を見たいのか？」その時、自問自答して

きたその内容がそのまま、子ども時間で子ども達の遊びを見守る視点となりました。 

 木下先生にご指導頂いた内容は、連携、記録、遊び、環境、支援と多岐に渡りますが、

記録の際には「日々の保育を重視し、映像や保育記録からエピソード記録を作成しましょ

う」という宿題を頂きました。そこからが保育士の質が問われる始まりでした。 

 早速、カメラとノートを持ち歩き、遊びの瞬間を心にとどめ、記録をとり始めました。

この作業の中で「遊びの意味や原点を見直し、子どもと共に保育を創る」という木下先生

の言葉が身にしみてまいりました。遊びは与えられてするものではなく、子ども自らが遊

びを創っていくものだということなのです。 

 本園では、「子ども時間」運用前までは、午後の時間を利用してクラス毎コーナーを作

り、異年齢で自由に遊ばせていました。その時もその時で、自分で考え判断し行動してい

るな、工夫しているなと思っていました。しかし、これらは保育士が準備した中だけでの

遊びなんだと気がついたのです。 

 子ども時間の運用後は、様々な活動ができるように様々な遊びの準備から始めました。

子どもの遊んでいる姿を連想しながら多すぎない量の道具を出しておき、自然物との出会

いにも注目しました。自然物は目的に作られたものではないから、多様性、複雑性があり、

色々な見立て、気付きを子どもにも大人にももたらしてくれます。 

 これまでの日々を思い出してみますと、１年目は、「遊びと環境について」毎日試練の

日々が続きました。保育士のストレスがたまらないように、一人の悩みは皆で共有し、明

日はどうあるべきかを問い、明日を迎えるようにしました。２年目は、子ども達が前年に

見たこと、経験したことを受け継いであそぶようになり、保育士にとっても、見通しが持

てるようになった分、少し余裕が生まれてきました。 
３年目、４年目、新任保育者も入り、このような保育を理解してもらう為には、子ども達

と同じように見守り寄り添うことが大切なのだと感じています。  
 又、今後は新たな課題にも取り組みつつ、ひき続き研鑽を積んでまいりたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「保育士の質の向上をめざして」 八雲保育園
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るな、工夫しているなと思っていました。しかし、これらは保育士が準備した中だけでの
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究
を

す
す

め
、実

践
に

つ
な

げ
ま

す
。

 
※

社
会

福
祉

法
人

河
守

福
祉

会

八
雲
保
育
園

（
京

都
府

舞
鶴

市
）

中
小

路
弘

基
園

長

岸
田

紀
子

主
任

保
育

士

「
子

ど
も

時
間

」の
工

作
コ

ー
ナ

ー
。

い
ろ

ん
な

種
類

の
木

の
実

が
い

っ
ぱ

い
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し
ま

し
た

。
　

試
行

か
ら

4年
が

経
ち

、「
20

人
を

一
度

に
見

て
い

た
と

き
よ

り
、

一
人

ひ
と

り
に

応
じ

た
目

標
設

定
が

で
き

、
子

ど
も

の
姿

が
よ

く
見

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

」
と

岸
田

主
任

保
育

士
。

迫
田

保
育

士
も

「
大

人
対

子
ど

も
よ

り
、

子
ど

も
同

士
の

対
応

が
素

晴
ら

し
い

。
大

き
い

子
が

小
さ

い
子

の
代

弁
を

し
た

り
、

保
育

士
主

導
の

頃
は

な
か

っ
た

よ
う

な
発

言
や

行
動

が
ど

ん
ど

ん
引

き
出

さ
れ

て
き

ま
し

た
ね

」
と

実
感

を
込

め
て

話
し

ま
す

。

●
家
庭
、
地
域
と
も
シ
ー
ム
レ
ス
な
環
境
づ
く
り

　「
子

ど
も

時
間

」
の

取
り

組
み

で
も

う
一

つ
重

要
な

も
の

が
、

保
育

士

が
日

々
つ

け
て

い
る

保
育

記
録

で
す

。
子

ど
も

た
ち

の
様

子
を

園
内

で
共

有
す

る
だ

け
で

な
く

、
毎

月
発

行
し

て
い

る
「

ク
ラ

ス
便

り
」

で
保

護
者

に
も

報
告

し
て

い
ま

す
。

そ
の

結
果

、
保

護
者

か
ら

も
家

庭
で

の
様

子
に

つ
い

て
の

発
言

が
増

え
、家

庭
と

保
育

園
の

連
携

が
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

な
り

ま
し

た
。

　
ま

た
、

平
成

23
年

か
ら

取
り

組
ん

で
い

る
由

良
川

小
学

校
と

の
保

小
連

携
事

業
で

は
、

小
学

校
の

生
活

科
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
年

長
ク

ラ
ス

と
の

交
流

授
業

が
組

み
込

ま
れ

て
お

り
、

サ
ツ

マ
イ

モ
の

苗
付

け
か

ら
収

穫
、

ザ
リ

ガ
ニ

釣
り

等
、

年
間

を
通

じ
て

頻
繁

に
交

流
を

重
ね

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
地

元
の

敬
老

会
で

和
太

鼓
を

披
露

し
た

り
、

近
所

の
畑

で
農

作
業

を
体

験
さ

せ
て

も
ら

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
地

元
の

交
通

事
故

防
止

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
は

「
交

通
安

全
け

ろ
っ

こ
隊

」
を

結
成

し
て

参
加

す
る

等
、

園
外

活
動

も
盛

ん
で

す
。

　「
子

ど
も

は
み

ん
な

、
な

ぜ
？

ど
う

し
て

？
と

自
ら

考
え

、
工

夫
や

発
見

を
通

し
て

、
学

ん
で

い
く

力
が

備
わ

っ
て

い
ま

す
。

大
人

に
で

き
る

の
は

環
境

を
整

え
る

こ
と

だ
け

」
と

の
中

小
路

園
長

の
言

葉
通

り
、

保
育

園
と

家
庭

、
地

域
、

そ
れ

ぞ
れ

の
垣

根
を

越
え

て
、

子
ど

も
た

ち
が

自
由

に
自

己
発

揮
で

き
る

環
境

が
少

し
ず

つ
整

っ
て

き
て

い
ま

す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
多
様
な
連
携
と
協
働
を
つ
く
る

⑮
 地

域
の

実
情

を
把

握
し

、子
育

て
家

庭
を

支
援

す
る

資
源

や
連

携
を

充
実

し
ま

す
。

 
※

■
施
設
基
礎
デ
ー
タ

（
平

成
28

年
10

月
現

在
）

運
営

主
体

：
社

会
福

祉
法

人
河

守
福

祉
会

定
　

　
員

：
70

名
（

現
員

68
人

）
園

児
数

：
0歳

3名
、

1歳
10

名
、

2歳
14

名
、

3歳
10

名
、

4歳
21

名
、

5歳
10

名
）

職
員

数
：

 16
名

（
園

長
1名

、
副

園
長

1名
、

主
任

保
育

士
1名

、
保

育
士

6名
、

非
常

勤
保

育
士

3名
、

管
理

栄
養

士
1名

、
栄

養
士

1名
、

事
務

補
佐

1名
、

保
育

士
補

佐
1名

）
実

施
事

業
：

一
時

預
か

り
事

業
、

障
害

児
保

育
事

業

社
会
福
祉
法
人
河
守
福
祉
会
　
八
雲
保
育
園（
京
都
府
舞
鶴
市
）

迫
田

顕
子

保
育

士

虫
を

持
ち

な
が

ら
図

鑑
で

調
べ

て
い

る
子

ど
も

た
ち

の
様

子
虫

を
持

ち
な

が
ら

図
鑑

で
調

べ
て

い
る

子
ど

も
た

ち
の

様
子

※
本

文
中

の「
カ

テ
ゴ

リ
ー

」お
よ

び
丸

数
字

は
、「

全
保

協
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

」に
基

づ
き

、関
連

の
あ

る
項

目
を

記
載

し
て

い
ま

す
。「

全
保

協
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

」は
全

保
協

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。
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「ぜんほきょう」 No.283　2016年11月1日発行　全国保育協議会
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「遊育 U-iku」 No.4   2017年2月27日発行　有限会社 遊育
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「舞鶴市民新聞」　「京都新聞」

「舞鶴市民新聞」 2016年6月3日

「京都新聞」 2017年2月8日

「舞鶴市民新聞」 2016年6月24日
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102016-6 MAIZURU

　赤れんが倉庫群や舞鶴湾に
臨む海上自衛隊航空基地、護
衛艦が停泊する自衛隊北吸岸
壁などをめぐる全国でも珍し
いコース。舞鶴ならではの大会にぜひご参加ください。

【日時】　10 月 10 日㈷９時 30 分から
【スタート・ゴール】　赤れんがパーク周辺
【種目・定員】　◇ハーフ（公認・一般）の部…先着 2,200 人（公
認の部は日本陸連登録者のみ）◇３㌔の部…先着 400 人

【参加費】　◇ハーフの部（公認含む）…3,800 円 
◇３㌔の部…一般 1,500 円、小・中学生 1,000 円（小学
１～２年生は保護者とペアで申し込みを１組 1,500 円）

【申し込み方法】　６月 20 日㈪から◇インターネット…
（http://runnet.jp/）から。エントリー手数料が必要
◇郵便振替…郵便振替受付センター（☎ 03・3714・
7924）へ返信用封筒（切手貼り付け）を同封し用紙の請
求を。振込手数料が必要

【その他】　大会ホームページ
　　　　   （http://www.city.maizuru.kyoto.jp/marathon/）
▶詳しくは、スポーツ振興課（☎ 66・1058）へ。

　平成 28 年２月 15 日～３月
13 日に行われた環境省の「名
水百選」選抜総選挙で、平成
の名水百選に選ばれている杉
山地区の「大杉の清水」が『景観がすばらしい「名水」部
門』で第２位に選ばれました。詳細は、同省ホームページ
で紹介。今後、観光企業などのツアー内容に盛り込むなど
の検討が行われます。　　　　　　　　　　《生活環境課》

農産物加工場 兼 農村レストラン「名水杉山菜房」開店

　棚田や「逆さ海」などの美し
い景観が望める杉山地区で、農
産物加工場兼農村レストラン

「名水杉山菜房」が開店。
　地元で採れた食材を使った米
粉ピザや山菜うどん、名水コーヒーなどを提供。NPO 法人

「名水の里杉山」のスタッフや地元住人、ボランティアなど
が一緒になって地域おこしとして活動されています。名水
杉山菜房は、３～ 12 月までの土・日曜日、祝日の 11 時～
15 時に開店。レストランに関する問い合わせは、NPO 法
人名水の里杉山の松岡さん（☎ 62・6598）へ。　《農林課》

大杉の清水
選抜総選挙で全国２位

　市では、私立の園にもご協力いただき、保育所・幼稚
園や学校の先生を対象にした乳幼児教育の質の向上研修を
行政が研究者と連携して実施しています。
　公立も私立も一緒に学ぶ取り組みが評価され、平成 27 年
度の日本保育学会課題研究委員会の研究対象となりました。
　それを受けて、５月７日・８日に東京学芸大（東京都）
で行われた日本保育学会第 69 回大会のシンポジウムで舞
鶴市も研修事業について発表。発表時に大学教授やジャー
ナリストなどの委員から出た主な意見は次のとおり。

　　　　全国大会で事例発表
　　　　舞鶴市の乳幼児教育の取り組みが全国的に注目されています

赤れんがハーフマラソン
参加者を募集

主な意見
　◇（公開保育を見て）子どもが主体的に遊びや生活に
　　取り組めるよう環境設定の工夫がされている。
　◇乳幼児教育には量と質の充実が必要。量が注目され
　　る中、舞鶴市が質に目を向けたことは大切。
　◇０～５歳を対象に地域の子どもは地域で育てるべき。
　◇公立・私立の保育所や幼稚園も共に学び、行政のサ
　　ポートで保育の実践者と研究者をつなぎ一緒になっ
　　て取り組んでいる。舞鶴市の研修スタイルを手本に
　　して研修事業を始める自治体が出てきている。
質の高い乳幼児教育の提供に向け着実に進んでいます
　さらに、乳幼児教育の推進体制を構築するための調査
研究を行い、その成果を普及する文部科学省の「幼児教
育の推進体制構築事業」に舞鶴市が採択されました。
　今後、「舞鶴市乳幼児教育ビジョン（平成 28 年３月策
定）」に基づき、子どもを主体とした保育や保幼小連携な
ど公立・私立の保育者・教員の研修や保育所・幼稚園と
小学校との接続カリキュラム研究などに積極的に取り組
みます。　　　　　　　　　　　　　 《幼稚園・保育所課》

102016-6 MAIZURU

　　　　全国大会で事例発表
　　　　舞鶴市の乳幼児教育の取り組みが全国的に注目されています

「広報まいづる」 vol.964　2016年6月号　舞鶴市
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子育てに「本気」です。
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子 育 て に ﹁ 本 気 ﹂ で す 。

少 子 高 齢 化 の 進 行 や 地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 希 薄 化 、 心 配 さ れ る 子 育 て

世 代 の 孤 立 化 な ど 、 子 ど も を 取 り 巻

く 環 境 に も さ ま ざ ま な 課 題 が 顕 著 と

な っ て い る 現 在 、 本 市 の 将 来 を 担 っ

て い く 子 ど も 達 が 、 「 生 き る 力 」 を 育

み 、 心 豊 か に 未 来 で 輝 く た め に は 、

何 が 求 め ら れ て い る の で し ょ う か 。

市 で は 、 妊 娠 か ら 出 産 、 子 育 て と 切

れ 目 な い 支 援 で 、 安 心 し て 子 ど も を 産

み 育 て ら れ る ま ち づ く り を 進 め て い ま

す 。 特 に ０ 歳 〜 就 学 前 の 乳 幼 児 期 は 、

生 涯 に わ た る 人 格 形 成 の 基 礎 を 培 う 重

要 な 時 期 。 親 子 の 信 頼 関 係 や 子 ど も の

自 己 肯 定 感 を 育 み 、 豊 か な 遊 び を 通 じ

て 学 び や 育 ち の 土 台 づ く り を 進 め る 乳

幼 児 教 育 の 充 実 に 全 力 で 取 り 組 ん で い

ま す 。
「 ふ る さ と 舞 鶴 」 を 愛 し 、 夢 に 向 か っ

て 将 来 を 切 り 拓 く 子 ど も を 育 て た い 。

子 ど も 達 が 、 自 ら を 律 す る 「 自 律 」

と 社 会 で 力 強 く 生 き る 「 自 立 」 を 兼

ね 備 え る 人 に な っ て ほ し い 。 そ し て 、

子 ど も 達 と 全 て の 市 民 の 皆 さ ん の 笑

顔 が あ ふ れ る ま ち へ 。

現 在 の 日 本 の 人 口 は １ 億 ２ ， ８ ０

６ 万 人 。 ２ ０ ６ ０ 年 に は 人 口 が ８ ，

６ ７ ４ 万 人 に な り 、 う ち 、 ０ 〜 1
4 歳

の 年 少 人 口 は ８ ９ ３ 万 人 減 少 す る の

に 対 し 、 高 齢 者 人 口 は ３ ， ４ ６ ４ 万

人 と な り 全 体 の ３ ９ ． ９ ㌫ を 占 め る

見 込 み で 、 全 人 口 は ４ ， １ ３ ２ 万 人

減 に な る 危 機 的 状 況 で あ る と 試 算 さ

れ て い ま す 。 （ ※ １ ）

　
本
市
の
平
成
28
年
度
４
月
１
日
時
点
の
人
口
は
85
,1
21
人
。
約
10
年
で
8,
07
1
人
減
少
し
て
い

ま
す
。
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
1,
06
7
人
が
減
少
。
平
成
27
年
度
の
出
生
数
は
74
1
人
、
亡
く
な

ら
れ
た
人
は
1,
03
1
人
で
し
た
。
一
方
で
、
平
成
27
年
の
人
口
動
態
調
査
、
平
成
28
年
の
住
民
基
本

台
帳
年
齢
階
級
別
人
口
か
ら
算
出
さ
れ
る
合
計
特
殊
出
生
率
は
「
1.
93
」
で
、
同
様
の
推
計
に
よ
る
民

間
の
調
査
で
は
、
京
都
府
内
で
１
位
、
近
畿
で
２
位
、
全
国
で
18
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
生
率
が
高

く
、
待
機
児
童
も
い
な
い
。
舞
鶴
市
は
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
と
言
え
ま
す
。

舞
鶴
市
は
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

区
分

18
年

19
年

20
年

21
年

22
年

23
年

24
年

25
年

26
年

27
年

28
年

人
数

93
,1
92

92
,5
29

92
,8
31

91
,4
98

90
,6
95

89
,8
99

88
,8
69

87
,9
09

86
,9
67

86
,1
88

85
,1
21

95
,0
00

93
,0
00

91
,0
00

89
,0
00

87
,0
00

85
,0
00

（
４
月
１
日
時
点
）

　
本
市
の
就
学
前
児
童
数
（
０
歳
～
５
歳
児
）
は
、
こ
の
10
年
間
で
1,
00
4
人
の
減
少
。
こ
の
ま
ち

の
未
来
を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
達
が
今
も
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
を
地
域
一
丸
と
な
っ
て
支
援
す
る
こ
と
が
、「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
」
の
未
来
を
創
造

し
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命

（
４
月
１
日
時
点
）

区
分

18
年

19
年

20
年

21
年

22
年

23
年

24
年

25
年

26
年

27
年

28
年

人
数

5,
30
6

5,
11
5

4,
99
2

4,
98
4

4,
85
8

4,
77
6

4,
73
5

4,
58
4

4,
49
7

4,
37
6

4,
30
2

5,
80
0

5,
30
0

4,
80
0

4,
30
0

進 む 日 本 の 少 子 高 齢 化

※
１
　
出
典
…
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
H
24
.１
推
計
）

今 、 私 た ち に

求 め ら れ て い る こ と

本 気 で 取 り 組 む 乳 幼 児 教 育

●
人
口
の
推
移

●
就
学
前
児
童
数
（
０
〜
５
歳
児
）
の
推
移

生 ま れ て き て く れ て あ り が と う 。

親 と な っ た と き の 素 直 な 思 い 。 無 垢

な 瞳 、 愛 く る し い 笑 顔 。 顔 を 覗 き 込

ま れ る と た ま ら ず 抱 き し め た く な る

子 ど も 。 言 動 や 発 想 な ど す べ て が 自

由 で 見 て い る だ け で 心 が 癒 さ れ ま

す 。 た だ 、 子 ど も 達 と の 生 活 は 想 像

以 上 に 大 変 。 育 児 ス ト レ ス や 子 育 て

の プ レ ッ シ ャ ー も 慢 性 化 し が ち … 。

そ ん な 現 役 子 育 て 中 の 皆 さ ん 、 や っ

ぱ り 「 子 育 て は 楽 し い ！ 」 を 市 は 全

力 で 応 援 し ま す 。

優 し さ や 思 い や り が あ り 、 力 強

く 生 き る 子 に 育 っ て ほ し い 。 舞 鶴

市 が 本 気 で 取 り 組 む 乳 幼 児 教 育 を

特 集 で 紹 介 し ま す 。

2
2
0
1
6
- 1
2

M
A

IZ
U

R
U
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【
幼
児
教
育
特
集
】
子
育
て
に
「
本
気
」
で
す
。

相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
れ
る
子
ど
も
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

Q

相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
子
ど
も

の
主
体
性
を
尊
重
し
、
自
分
自
身
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
何

で
も
子
ど
も
の
し
た
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
で
な
は
く
、
子
ど
も
が
「
や
っ

て
み
た
い
」
と
思
う
意
欲
や
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。

園
で
は
、
遊
び
の
中
で
友
達
に
思
い
を
伝
え
た
り
、
相
手
の
思
い
を
聞
い
た

り
、
時
に
は
け
ん
か
や
も
め
ご
と
を
経
験
し
た
り
、
人
と
関
わ
る
機
会
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
も
友
達
も
尊
重
す
る
「
思
い
や
る
心
」

を
育
ん
で
い
ま
す
（
詳
細
は
６
〜
８
㌻
に
）。

A

Q
子
ど
も
が
入
園
予
定
で
す
。

保
育
所
や
幼
稚
園
の
違
い
は
？

保
育
所
の
対
象
児
は
０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
。
幼
稚
園
の
対
象

児
は
満
３
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
。
ま
た
、
子
ど
も
を
預
け
る
時
間
帯

や
入
園
条
件
な
ど
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
教
育
の
内
容
は
ど
ち

ら
も
同
じ
で
す
。
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
園
の
保
育
・
教
育
を
ご
覧

に
な
り
、
ま
た
、
ご
家
庭
の
就
業
状
況
な
ど
と
合
わ
せ
て
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
市
内
に
は
保
育
所
16
か
所
、
幼
稚
園
13
か
所
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
課
（
☎
66
・
10
09
）
へ
。

※
17
㌻
に
関
連
記
事

A

安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
ね
。

子
ど
も
が
年
長
組
で
す
。
小
学
校
で
の
勉
強

に
つ
い
て
い
け
る
の
か
不
安
で
す
。

Q

遊
び
や
体
験
を
通
し
て
行
う
保
育
所
・
幼
稚
園
の
学
び
と
教
科

な
ど
の
学
習
を
通
し
て
行
う
小
学
校
以
降
の
学
び
で
は
、
そ
の
学
び

方
が
違
う
こ
と
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
保
育
所
・
幼
稚
園
で
遊
ん

で
ば
か
り
い
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
乳
幼
児
期
に
は
十
分
な
遊
び
と
体
験
の
中
で
、
小
学
校
以

降
の
学
び
の
基
礎
と
な
る
好
奇
心
や
探
究
心
、
思
考
力
な
ど
の
「
学

び
に
向
か
う
力
」
を
育
ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
に
入
学
し
た
て
の
頃

は
、
環
境
や
学
び
方
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
を
減
ら
し
て
い
く
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
保
幼
小

で
の
連
携
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
（
詳
細
は
９
㌻
に
）。

A

子
育
て
の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
と
相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
…

Q A
子
育
て
や
教
育
、
非
行
、
虐

待
な
ど
子
ど
も
の
こ
と
で
心
配
な

こ
と
が
あ
れ
ば
「
子
ど
も
な
ん
で

も
相
談
窓
口
（
☎
66
・
21
20
）」

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
育
士
や

社
会
福
祉
士
、
教
員
経
験
者
な
ど

専
門
の
職
員
が
状
況
に
応
じ
て
一

緒
に
問
題
解
決
に
向
け
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
秘
密
や
個
人
情

報
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
楽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

5

早
く
友
達
と

　
あ
そ
び
た
い
な
。

舞
鶴
の
乳
幼
児

教
育
は
進
ん
で

い
る
ね
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
市
が
取
り
組
む

乳
幼
児
教
育
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

5
2
0
1
6
- 1
2
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子 育 て い ろ い ろ  Ｑ ＆ Ａ

子
育
て
ひ
ろ
ば
　
さ
る
な
ぁ
と
（
ル
ン
ビ
ニ
保
育
園
）

☎
76
・
83
33

子
育
て
ひ
ろ
ば
　
よ
ち
よ
ち
広
場
（
昭
光
保
育
園
）

☎
63
・
48
21

子
育
て
ひ
ろ
ば
　
ひ
ま
わ
り
（
西
市
民
プ
ラ
ザ
）

☎
77
・
01
02

子
育
て
ひ
ろ
ば
　
ほ
っ
と
（
八
島
商
店
街
）

☎
62
・
16
15

ま
い
づ
る
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
中
総
合
会
館
）

☎
62
・
01
03

子
育
て
交
流
施
設
　
あ
そ
び
あ
む
（
浜
）

☎
65
・
50
50

子
ど
も
な
ん
で
も
相
談
窓
口
（
中
総
合
会
館
）

☎
66
・
21
20

ま
い
づ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
中
総
合
会
館
）
☎
64
・
75
22

病
児
保
育
室
ピ
ノ
キ
オ
（
医
療
法
人
岸
本
病
院
）

☎
62
・
01
18

子
育
て
施
設
一
覧

子
育
て
支
援
情
報
の
入
手
方
法
は
？

Q
子
ど
も
も
遊
べ
て
、

親
同
士
が
交
流
で
き
る

場
所
は
あ
り
ま
す
か
？

Q

子
育

て
中

の
親

同
士

の
交

流
や

親
と

子
ど

も
の

遊
び

の
場

を
提

供
し

て
い

る
子

育
て

ひ
ろ

ば
が

市
内

に
５

か
所

あ
り

ま
す

（
下

表
参

照
）。

子
育

て
に

関
す

る
相

談
や

情
報

提
供

も
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
子

ど
も

を
預

け
た

い
人

と
子

ど
も

を
預

か
り

た
い

人
か

ら
な

る
会

員
で

組
織

す
る

「
ま

い
づ

る
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・

セ
ン

タ
ー

」
で

は
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

仲
介

し
て

一
時

預
か

り
や

送
迎

な
ど

も
行

っ
て

い
ま

す
。

A 雨
が
降
っ
て
も
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
べ
る
施
設
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

Q

天
候

に
左

右
さ

れ
ず

に
子

ど
も

と
多

世
代

の
大

人
が

触
れ

合
っ

て
一

緒
に

遊
び

を
体

験
で

き
る

子
育

て
交

流
施

設
「

あ
そ

び
あ

む
」

が
前

島
ふ

頭
に

あ
り

ま
す

。
無

料
で

利
用

で
き

、
市

内
外

か
ら

た
く

さ
ん

の
人

が
利

用
し

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
一

度
遊

び
に

き
て

く
だ

さ
い

。
楽

し
い

あ
そ

び
の

環
境

を
用

意
し

て
ま

す
。

▪
開
館
時
間
　

９
時

30
分

〜
17

時
▪
休
館
日
　

毎
週

木
曜

日
、

年
末

年
始

（
12

月
29

日
〜

１
月

３
日

）

A

子
育

て
に

役
立

つ
子

育
て

応
援

ブ
ッ

ク
と

支
援

マ
ッ

プ
を

配
布

し
て

い
ま

す
。

市
内

の
遊

び
場

や
病

院
、

教
育

施
設

を
紹

介
。

公
共

施
設

な
ど

の
乳

児
用

ベ
ッ

ド
や

ベ
ビ

ー
シ

ー
ト

、
授

乳
室

の
有

無
も

掲
載

し
て

い
ま

す
。

子
育

て
ひ

ろ
ば

、
子

育
て

交
流

施
設

 あ
そ

び
あ

む
、

子
ど

も
支

援
課

な
ど

で
無

料
で

配
布

。
　

ま
た

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
イ

ト
「

そ
よ

か
ぜ

ネ
ッ

ト
ま

い
た

ん
」

で
は

、
子

育
て

ひ
ろ

ば
や

あ
そ

び
あ

む
の

最
新

情
報

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
▶

詳
し

く
は

、
子

ど
も

総
合

相
談

セ
ン

タ
ー

（
子

ど
も

支
援

課
内

、
☎

66
・

20
04

）
へ

。

A

地
域

全
体

で
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

て
る

ね
。

あ
そ

び
あ

む
は

お
母

さ
ん

同
士

の
交

流
の

場
に

も
な

っ
て

い
る

ん
だ

。
市

外
か

ら
も

た
く

さ
ん

友
達

が
来

て
い

る
ね

。

楽
し

い
所

が

い
っ

ぱ
い

だ
。

総
合

文
化

会
館

舞
鶴

警
察

署
東

庁
舎

赤
れ

ん
が

博
物

館

東
体

育
館
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　 子 ど も を 主 体 と し た 乳 幼 児 教

育 に つ い て 公 開 保 育 を 中 心 と し

た 研 修 体 制 の も と 、 市 内 の さ ま

ざ ま な 保 育 所 や 幼 稚 園 の 保 育 者

が 共 に 学 び 合 っ て い ま す 。

　 公 開 保 育 で は 指 導 案 を 作 成 し 、

そ れ に 基 づ き 実 践 を 公 開 。 そ の

後 、 実 践 者 と 研 究 者 、 他 園 の 保

育 者 が 内 容 に つ い て 検 討 し ま す 。

　 こ う し た 取 り 組 み が 乳 幼 児 教

育 の 質 を 高 め る こ と に つ な が り

ま す 。 こ の 公 立 ・ 私 立 の 保 育 所 ・

幼 稚 園 が 共 に 学 ぶ 研 修 は 、 全 国

か ら 注 目 さ れ て い る 先 進 的 な 取

り 組 み で す 。質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
を
進
め
る
た
め
に

　 「 集 め る 保 育 」 か ら 子 ど

も 自 ら 「 集 ま る 保 育 」 へ の

転 換 を 進 め て い ま す 。 子 ど

も を 主 体 と し た 保 育 を 実 践

す る た め に 保 育 環 境 を 見 直

し 、 子 ど も の 姿 や 学 び を 可

視 化 す る エ ピ ソ ー ド 記 録 も

残 す よ う に し ま し た 。

　 興 味 の あ る こ と や 好 き な

遊 び に 夢 中 に な る 子 ど も

達 。 や り た い 遊 び や 目 的 が

は っ き り 決 ま る と 通 園 も よ

り 楽 し み に し て い ま す 。

　 可 視 化 す る こ と で ク ラ ス

便 り や 写 真 な ど を 見 な が

ら 保 護 者 の 皆 さ ん と の 会 話

も 増 え 、 保 育 へ の 関 心 も 高

ま っ て い ま す 。

　 子 ど も の 姿 ・ つ ぶ や き を

捉 え 、 遊 び を 深 く 読 み 取 る

こ と は 難 し く 感 じ て い ま す

が 、 豊 か な 乳 幼 児 期 の 経 験

が 小 学 校 へ の 学 び に つ な が

る こ と を 認 識 し て 、 乳 幼 児

期 だ か ら こ そ で き る 遊 び 、

「 集 ま る 保 育 」 を 実 践 し て

い き た い と 思 っ て い ま す 。

現
場
か
ら
の
声

遊
び
の
中
で
育
っ
た
力
や
学
び
を

記
録
し
伝
え
る

岡
田

保
育

園

▲
さ

く
ら

保
育

園
で

の
公

開
保

育

▲
公

開
保

育
後

の
事

例
検

討

◀
子

ど
も

達
で

考
え

て
相

談
し

な
が

ら
　

一
つ

の
も

の
を

作
っ

て
い

ま
す

　（
タ

ン
ポ

ポ
ハ

ウ
ス

 公
開

保
育

よ
り

）

お
寿

司
の

ご
飯

は
 

す
し

飯
っ

て
言

う
ん

だ
よ

。
ど

ん
な

味
が

す
る

と
思

う
？

ど
ん

な
色

か
な

？

先
生

も
食

べ
に

行
っ

て
い

い
で

す
か

？
お

す
す

め
は

何
で

す
か

？

よ
り
本
物
に
近
い
も
の
を

そ
し
て
、
お
寿
司
屋
さ
ん
ご
っ
こ
に
…

白
い

か
ら

 す
し

飯
は

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ペ

ー
パ

ー
使

う
？

み
ん

な
に

食
べ

に
来

て
も

ら
お

う
！

わ
た

し
、

お
寿

司
屋

さ
ん

の
お

店
の

人
に

な
る

！

ぼ
く

、
お

金
つ

く
る

折
り

紙
は

ど
う

？

前
に

作
っ

た
の

り
と

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
を

混
ぜ

た
粘

土
も

使
え

そ
う

い
い

ね

「
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
…

（
８

㌻
に

関
連

記
事

）

　 子 ど も 達 の 様 子

を 見 て 、 探 究 心 に

あ ふ れ た 姿 に 感 動

し た 。 子 ど も 達 の

「 な ぜ ？ 」 と い う 気

持 ち や 「 や っ て み

た い ！ 」 と い う 気

持 ち を と て も 大 事

に 、 実 際 に 体 験 し 、

学 ば せ て い た だ き

感 謝 し て い る 。

　 親 か ら 見 る と 「 遊

び 」 で し た が 、 そ

の 中 に い ろ ん な 「 気

付 き 」 や 「 学 び 」

が あ る こ と が 分

か っ た 。

保 護 者 懇 談 会

ア ン ケ ー ト よ り 次
へ
つ
な
げ
る

も
っ

と
イ

メ
ー

ジ
を

広
げ

る
た

め
に

み
ん

な
で

お
寿

司
屋

さ
ん

の
見

学
に

行
こ

う
か

し
ら
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〜 　 子 ど も が 興 味 ・ 関 心 を 持 ち 「 や っ て

み た い 」 と 遊 び に 向 か う … 。 子 ど も 自 身

が 考 え 、 選 択 し 、 試 行 錯 誤 す る … 。 子 ど

も 同 士 が 互 い に 思 い や 意 見 を 伝 え 合 い な

が ら 遊 び が 展 開 さ れ て い く … 。 保 育 者 は 、

そ の 子 ど も の 興 味 ・ 関 心 ・ 思 考 を さ ら に

引 き 出 す た め に 環 境 を 整 え 、 見 守 り 、 言

葉 か け を 行 う … 　 〜

　 こ の よ う に 、 主 体 的 な 遊 び や 体 験 を 通

じ て 行 う 乳 幼 児 教 育 が 求 め ら れ る よ う に

な っ て き て い ま す 。

　 子 ど も 自 身 が 興 味 ・ 関 心 の あ る こ と を

テ ー マ と し て 、 友 達 と 一 緒 に 創 意 工 夫 し

て 進 め て い く 活 動 は 、 小 学 校 以 降 の 学 び

の 土 台 と な る 好 奇 心 や 探 究 心 、 主 体 性 、

そ し て 社 会 性 と い っ た 「 学 び に 向 か う 力 」

が 育 つ こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。

　 実 際 に 子 ど も 達 の 様 子 の 変 化 と し て 、

「 自 分 の 思 い を 明 確 に 伝 え ら れ る よ う に

な っ た 」 「 自 分 で 考 え て 遊 び に 変 化 を 加

え る 姿 が 見 ら れ る よ う に な っ た 」 「 自 分

か ら 選 ん だ や り た い 遊 び を 十 分 に 楽 し め

る こ と で 生 き 生 き と 登 園 し て い る 」 な ど

の 声 が 現 場 か ら 届 け ら れ て い ま す 。

子 ど も 自 身 が 創 意 工 夫 し て 遊 ぶ

　 　 　 　 　 　 〜 主 体 的 な 遊 び の 中 の 学 び 〜

　 繰 り 返 し 研 修 を 受 け つ つ

保 育 を 実 践 し て い く 中 で 、

発 達 を 捉 え た 玩 具 や そ の 配

置 ・ 種 類 ・ 数 な ど 、 環 境 を

変 え て い く と 、 子 ど も 達 は

自 分 自 身 で 考 え 工 夫 す る 力

が 付 き 、 次 の 遊 び へ の 意 欲

が 感 じ ら れ る よ う に な り ま

し た 。

　 保 育 者 も 子 ど も を 見 る 視

点 が 変 わ り 、 子 ど も が 考 え

る よ う な 言 葉 を か け 、 関 わ

り 、 と き に は 一 緒 に な っ て

遊 ぶ こ と で 、 さ ら に 遊 び が

発 展 し 、 保 育 の 充 実 に つ な

が り ま し た 。

　 ま た 、 運 動 会 や 発 表 会 も

子 ど も を 主 体 と し た 活 動 に

す る こ と で 、 子 ど も 達 の 意

欲 や 取 り 組 む 姿 も 変 わ っ て

き ま し た 。

　 言 葉 だ け で は 伝 え き れ な

い 子 ど も の 姿 は ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン （ ８ ㌻ に 関 連 記

事 ） を 通 し て 保 護 者 に 伝 え

る と 「 出 来 栄 え よ り も 、 そ

の 過 程 で 子 ど も が 育 っ て い

る こ と が 分 か っ た 」 と い っ

た 感 想 を い た だ い て い ま

す 。

現
場
か
ら
の
声

・
子
ど
も
が
考
え
、
工
夫
し
試
行
錯
誤
す
る
姿
を
見
守
る

・
考
え
を
引
き
出
す
言
葉
か
け
や
関
わ
り
を
行
う

子
ど
も
の
興
味
・
関
心
、
発
達
の
特
徴
を
つ
か
む

子
ど
も
の
興
味
・
関
心
か
ら
遊
び
を

予
想
し
環
境
を
整
え
る

子
ど
も
を
主
体
と
し
た
乳
幼
児
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

東
山
保
育
園
　

魚
に

興
味

を
持

っ
た

み
た

い
…

。
調

べ
る

た
め

に
図

鑑
を

そ
っ

と
本

棚
に

置
い

て
み

よ
う

。
魚

か
ら

ど
ん

な
遊

び
が

広
が

る
か

な
ぁ

…

「
お

寿
司

屋
さ

ん
ご

っ
こ

」
に

な
る

か
も

？
お

寿
司

作
り

に
使

え
そ

う
な

素
材

も
置

い
て

お
こ

う
。

紙
皿

、
割

り
箸

、
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

、
の

り
…

こ
の

魚
見

た
こ

と
あ

る
…

海
で
地
引
き
網
体
験
を
し
た
と
き
の
こ
と
…

わ
ぁ

 飛
び

跳
ね

た
！

食
べ

ら
れ

る
か

な

図
鑑
を
見
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
寿
司
作
り

作
ろ

う
！

作
ろ

う
！

お
寿

司
作

り
た

い
！

マ
グ

ロ
の

色
っ

て
ど

ん
な

の
？

お
寿

司
の

ご
は

ん
は

ど
う

や
っ

て
作

る
？ お

寿
司

の
写

真
が

載
っ

て
る

本
が

あ
っ

た
！

あ
っ

 魚
の

本
が

あ
る

こ
の

魚
の

名
前

ア
ジ

っ
て

い
う

の
か

…

海
で

見
た

の
と

同
じ

！

こ
れ

お
寿

司
や

さ
ん

に
あ

る
？

お
寿

司
食

べ
た

い
な

〜
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な め ら か に 遊 び と 学 び を つ な ぐ

　 　 　 　 　 　 〜 保 育 所 ・ 幼 稚 園 と 小 学 校 の 連 携 〜

　 子 ど も 達 が 安 心 し て 小 学

校 へ 入 学 す る た め に は 、 小

学 校 と の 連 携 は 欠 か せ ま せ

ん 。 こ れ ま で 、 小 学 校 の 授

業 を 見 た り 生 活 科 を 通 じ た

連 携 活 動 を し て き ま し た 。

ア サ ガ オ の 種 ま き を し た と

き は 、 植 え 方 や 世 話 の 仕 方

を 一 年 生 と 一 緒 に 学 び ま し

た 。 連 携 活 動 の 中 で 、 年 長

児 が 体 験 し た こ と を 園 で 年

中 ・ 年 小 児 と 一 緒 に 楽 し む

姿 も 見 ら れ ま し た 。

　 連 携 の お か げ で 、 小 学 校

へ の 入 学 を 心 待 ち に す る よ

う に な り 、 入 学 後 は 充 実 し

た 学 校 生 活 を 送 っ て い る よ

う で す 。

　 本 園 で は 、 遊 び を 通 し た

学 び を 充 実 さ せ 、 多 様 な 体

験 を す る こ と で 「 生 き て い

く 力 」 を つ け る 教 育 を し て

い ま す 。 乳 幼 児 期 に は 小 学

校 か ら 始 ま る 義 務 教 育 や そ

の 後 に 向 け た 基 礎 を 培 っ て

い か な け れ ば な り ま せ ん 。

ス ム ー ズ に 小 学 校 に 送 り 出

す た め に も 積 極 的 に 小 学 校

と の 連 携 を 進 め て い き た い

と 考 え て い ま す 。

保
育
所

幼
稚
園

連
 携

小
学
校

先
生
同
士
の
相
互
理
解

子
ど
も
の
育
ち
や
発
達
に
合
わ
せ
た
な
め
ら
か
な
段
差

現
場
か
ら
の
声

朝
来
幼
稚
園

▲
「
保
幼
小
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
策
定
に
向
け
て
話
し
合
わ
れ
る

▲
公
開
授
業
・
保
育
に
参
加
す
る
多
く
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
の
先
生

（
中
保
育
所
・
中
舞
鶴
幼
稚
園
・
中
舞
鶴
小
学
校
の
連
携
活
動
）

【
幼
児
教
育
特
集
】
子
育
て
に
「
本
気
」
で
す
。

　 子 ど も が 小 学 校 へ の 入 学 を 迎 え る 保 護

者 の 皆 さ ん の 中 に は 、 成 長 を う れ し く 感

じ る と 同 時 に 、 問 題 な く 学 校 生 活 を 送 れ

る の か と 不 安 を 持 っ て い る 人 も い る か も

し れ ま せ ん 。 確 か に 、 小 学 校 へ 入 学 す る

と 、 そ れ ま で の 「 遊 び や 体 験 を 通 し た 学

び 」 か ら 「 教 科 な ど の 学 習 を 通 し た 学 び 」

へ と 大 き く 環 境 が 変 化 し ま す 。 こ の 突 然

の 環 境 の 変 化 に 戸 惑 う 子 ど も も 少 な く あ

り ま せ ん 。

　 し か し 、 乳 幼 児 期 に 培 っ た 「 遊 び の 中

の 学 び 」 が 小 学 校 以 降 の 学 び の 土 台 と な

る こ と か ら 、 そ の 力 が 発 揮 で き る 「 な め

ら か な 段 差 」 に な る よ う 、 小 学 校 と の 連

携 を 進 め て い ま す 。 就 学 前 の 子 ど も と 一

年 生 と の 連 携 活 動 を 通 し て 、 幼 児 は 小 学

校 へ の 期 待 感 を 高 め 、 一 年 生 は 自 分 の 良

さ や 成 長 を 実 感 し ま す 。 一 年 生 が 幼 児 を

一 方 的 に 世 話 す る の で は な く 、 ど ち ら に

と っ て も 学 び や 育 ち の あ る 連 携 活 動 を 心

掛 け て い ま す 。

　 そ し て 、 こ の 活 動 を 通 し て 、 関 係 す る

小 学 校 と 保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 先 生 が 、 互 い

の 保 育 ・ 教 育 を 理 解 す る こ と で 、 切 れ 目

な い 教 育 の 充 実 を 目 指 し て い ま す 。

変
わ
る
乳
幼
児
教
育
③

▲
小
学
生
と
年
長
児
が
相
談
し
な
が
ら
作
る

▲
小
学
生
が
は
さ
み
で
切
る
様
子
を
真
剣
に
見
る
年
長
児
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▲
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例
（
さ
く
ら
保
育
園
）

子 ど も の 日 常 を の ぞ い て み よ う

　 　 　 　 　 　 〜 可 視 化 ﹁ ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ﹂ 〜

　 保 育 所 や 幼 稚 園 で 、 子 ど も 達 の 姿 や 言

葉 を 書 い た も の が 壁 に 貼 り 出 し て あ る こ

と に お 気 付 き の 保 護 者 も い ら っ し ゃ る と

思 い ま す 。

　 そ こ に は 、 遊 び や 活 動 の 中 で 子 ど も 達

が 「 話 し た こ と 」 「 考 え た こ と 」 「 発 見 し

た こ と 」 「 影 響 し 合 っ た こ と 」 「 そ の 活 動

が ど の よ う に 展 開 し た の か 」 な ど が 、 写

真 に 加 え て 先 生 の 解 説 付 き で 臨 場 感 が あ

る レ イ ア ウ ト で 描 か れ て い ま す 。 こ の よ

う な 可 視 化 の 表 現 方 法 を 「 ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン 」 と 呼 ん で い ま す 。

　 こ れ を 見 れ ば 、 園 で の 子 ど も 達 の 姿 や

成 長 に 気 付 く こ と が で き る だ け で な く 、

子 ど も 達 が 主 体 的 に 行 動 す る よ う 働 き か

け る 保 育 者 の 意 図 な ど を 知 る こ と が で き

ま す 。 こ れ は 家 庭 で の 子 ど も へ の 接 し 方

の 参 考 に も な り ま す 。

　 ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン は 子 ど も 達 に も

刺 激 に な り 、 写 真 を 見 て 、「 や っ て み た い 」

「 お も し ろ そ う 」 と い う 興 味 を 引 き 出 す

ツ ー ル に も な っ て い ま す 。

　 ま た 、 各 保 育 所 や 幼 稚 園 の 保 育 者 が ド

キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン を 持 ち 寄 っ て 意 見 交

換 を 行 な う こ と で 、 乳 幼 児 教 育 の さ ら な

る 質 の 向 上 を 目 指 し て い ま す 。

　 ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン を

導 入 す る こ と に よ っ て 、 保

育 者 が 自 分 の 保 育 を 振 り 返

り 、 良 い 所 や 改 善 点 に 気 付

け る よ う に な り ま し た 。 そ

れ に よ っ て 、 子 ど も の 行 動

の 意 味 を 考 え た り 、 子 ど も

の 姿 を よ り よ く 見 る よ う に

な っ て き ま し た 。 そ し て 、

遊 び の 発 展 や 継 続 の 重 要 性

に 気 付 き 、 保 育 や 環 境 の 見

直 し が で き 、 担 任 同 士 の 意

識 の 共 有 が 強 化 さ れ た こ と

も 良 か っ た 点 で す 。

　 ま た 、 子 ど も は 自 分 の 良

さ に 気 付 き 、 自 己 肯 定 感 が

高 ま り 、 安 心 し て 生 活 す る

よ う に な り ま し た 。 さ ら に

自 分 で 考 え 試 行 錯 誤 す る 姿

が 多 く 見 ら れ る よ う に な り

ま し た 。

　 保 護 者 に は 、 保 育 所 で の

子 ど も の 生 活 や 育 ち 、 そ れ

ぞ れ の 年 齢 の 特 徴 な ど を お

知 ら せ す る ツ ー ル と な り 、

保 育 内 容 へ の 理 解 が 進 ん だ

こ と で 、 園 の 保 育 に つ い て

さ ら に 協 力 し て い た だ け る

よ う に な り ま し た 。

私
も
、
あ
ん
な
こ
と
し
て

遊
び
た
い
な
ぁ
。

こ
の
と
き
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
よ
。

ま
た
や
り
た
い
な
。

子
ど
も
達
の
興
味
を
引
き
だ
す
関
わ
り
方
が

よ
く
分
か
る
。
家
で
も
試
せ
る
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
自
分
で

考
え
て
遊
ん
で
い
る
わ
ね
。

成
長
し
た
わ
。

現
場
か
ら
の
声

　
子
ど
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達
が
、
い
ろ
い
ろ
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こ
と
を
経
験
す
る
中
で
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

姿
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。
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研修事業紹介記事

子 ど も は 、 家 族 の タ カ ラ モ ノ で す 。 そ し て 、

地 域 の タ カ ラ モ ノ で も あ り ま す 。

家 族 だ け で は で き な い こ と を 、 地 域 の 人 や 行

政 が サ ポ ー ト し 、 支 え る こ と が 大 切 で す 。

舞 鶴 市 で は 、 ０ 歳 か ら 就 学 前 ま で の 大 切 な 時

期 を 「 乳 幼 児 教 育 の 期 間 」 と 捉 え 、 感 覚 的 で あ っ

た 保 育 を 可 視 化 し 、 語 り 合 う こ と に 取 り 組 み 、

全 て の 保 育 者 の 専 門 性 を 高 め 、 保 育 の 質 の 向 上

に 努 め て い ま す 。 ま た 、 子 ど も を 持 つ お 母 さ ん

た ち が 交 流 す る 場 や 悩 み を 相 談 す る 場 を 提 供 す

る こ と で 、 子 育 て の 環 境 を 整 え て き ま し た 。

「 子 ど も を 中 心 に 考 え 、 地 域 の 子 ど も 達 を 育

て る … 」 と い う 高 い 理 想 を 掲 げ 、 舞 鶴 市 の 乳 幼

児 教 育 は 大 き く 舵 を 切 り ま し た 。 子 ど も 達 が 遊

び を 通 じ て 「 自 分 で 生 き て い く 、 自 分 で 考 え て

行 動 し て い く 力 」 を 備 え た 子 ど も に 育 っ て ほ し

い と い う 大 人 た ち の 強 い 思 い が 支 え て い ま す 。

教 育 者 、 保 育 者 、 地 域 、 行 政 の 枠 を 越 え 、 「 ふ

る さ と 舞 鶴 を 愛 し 、 夢 に 向 か っ て 将 来 を 切 り 拓

く 子 ど も 」 を 一 緒 に 育 て て い き ま し ょ う 。

そ し て 「 子 育 て に 優 し い ま ち 、 舞 鶴 」 を 市 民

の 皆 さ ん に 感 じ て い た だ き 、 自 然 豊 か な 環 境 で

子 ど も を 育 て ら れ る 舞 鶴 に 住 ん で 良 か っ た と 言

え る よ う に 。

子 ど も 達 の 笑 顔 と と も に 歩 む 時 間 は 素 晴 ら し

い も の 。

私 た ち は 、 子 育 て に 「 本 気 」 で す 。
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平 成 25 年 度 か ら 研 修 全 体 の 指 導 ・ 助 言 と 、

平 成 27 年 度 の 乳 幼 児 教 育 ビ ジ ョ ン の 策 定

に も 携 わ っ て い た だ い た 神 戸 大 大 学 院 准

教 授 の 北 野 幸 子 先 生 に 舞 鶴 市 の 乳 幼 児 教

育 に 込 め た 思 い を 伺 い ま し た 。

都 市 部 の 待 機 児 童 問 題 が ク ロ ー ズ ア ッ

プ さ れ て い ま す が 、 国 際 学 会 で は 「 子 ど

も へ の 教 育 の 保 障 」 と い う 観 点 か ら 乳 幼

児 教 育 は 量 か ら 質 の 問 題 に 移 っ て い ま す 。

こ の ま ま で は 子 ど も は 必 ず 減 っ て い く こ

と が 予 測 さ れ 、 い か に 大 切 に 育 て る か と

い う 質 の 議 論 が 必 要 で す 。 こ れ か ら は 現

場 と 行 政 、 家 庭 や 地 域 が 一 体 に な り 、 そ

れ ぞ れ の 地 域 で 子 ど も の 教 育 を 一 緒 に 考

え る べ き で す 。

遊 び か ら 子 ど も は 多 く の こ と を 学 ん で

い ま す 。 保 育 は 単 な る 「 子 守 」 で は な く 「 教

育 」 で す 。

地 域 の 子 ど も を 生 ま れ て か ら 大 人 に な

る ま で ど う 育 て る か 、 「 次 世 代 育 成 」 を 一

貫 し て 考 え る 制 度 づ く り の 必 要 性 を 考 え

て い ま し た 。 も ち ろ ん そ れ に は 多 く の 時

間 と 労 力 が 必 要 で す が 、 舞 鶴 市 と 一 緒 に

や ろ う と 決 断 し た 理 由 は 、 「 教 育 の 質 を 上

げ た い 」 と い う 担 当 者 の 皆 さ ん の 熱 心 さ

と や る 気 で し た 。 そ し て 一 番 心 打 た れ た

の は 市 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ で す 。 各 現 場

で 努 力 し て い て も 、 そ れ を 包 括 し 具 現 化

す る 制 度 を つ く り 、 動 か す に は ト ッ プ の

決 断 力 が 不 可 欠 で す 。

研 修 に は 公 開 保 育 の 実 施 を 条 件 と し ま

し た 。 研 修 を 通 じ て 先 生 方 が 保 育 を 振 り 返

り 、 考 え 、 遊 び の 中 の 学 び や 育 ち を 可 視 化 ・

言 語 化 し 、 説 明 す る 力 量 が 向 上 し 、 保 護

者 に 「 乳 幼 児 期 の 教 育 」 が 伝 わ り や す く な っ

て き た と 思 い ま す 。 公 私 立 の 保 育 所 ・ 幼 稚

園 の 先 生 方 が お 忙 し い 中 、 何 度 も 研 修 に 参

加 し て 本 当 に 頑 張 っ て く だ さ っ て い ま す 。

そ し て 保 護 者 の 方 や 子 ど も 達 の 育 ち も ど

ん ど ん 変 わ っ て い く の を 実 感 し て い ま す 。

舞 鶴 市 の 乳 幼 児 教 育 が 誇 れ る の は 、 こ れ

ら の 研 修 の 機 会 を 市 内 の 全 て の 保 育 所 と

幼 稚 園 に 提 供 し て い る こ と で す 。 子 ど も が

ど の 園 に 行 っ た と し て も 、 最 低 基 準 以 上

の 教 育 が 保 障 さ れ て い く こ と に つ な が り

ま す 。 公 私 園 種 を 越 え て 、 公 開 保 育 や ド

キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン を 中 心 と し た 研 修 を

継 続 し て い る こ と は 素 晴 ら し い こ と で す 。

舞 鶴 市 の 乳 幼 児 教 育 の 質 向 上 を 目 指 し た

取 り 組 み は 、 文 部 科 学 省 の モ デ ル 事 業 に

選 ば れ て お り 、 市 町 村 で は 全 国 で 1
1 か 所 で 、

京 都 府 内 で は 舞 鶴 市 だ け で す 。 そ の た め

自 治 体 や 大 学 等 研 究 機 関 な ど に よ る 視 察

は 後 を 絶 ち ま せ ん （ ※ ） 。

こ の ４ 年 間 で 、 公 開 保 育 と 可 視 化 の た め

の 記 録 を 中 心 と し た 研 修 に よ り 、 「 乳 幼 児

教 育 の 質 」 の 向 上 が 図 ら れ ま し た 。 そ れ

を 維 持 し て い く た め に は 、 行 政 が さ ら な る

イ ニ シ ア チ ブ を 取 っ て い く 必 要 が あ る と

思 い ま す 。 今 後 、 舞 鶴 市 の 乳 幼 児 教 育 が

さ ら に 上 の レ ベ ル を 目 指 し て 他 市 に 先 駆

け た モ デ ル と な る こ と を 期 待 し て い ま す 。

※ 平 成 27 ・ 28 年 度 視 察

◇ 自 治 体 関 係 … 福 井 市 、 宝 塚 市 ほ か ７ 市

◇ 研 究 機 関 … お 茶 の 水 女 子 大 、 神 戸 大 、 玉

川 大 、 東 洋 大 な ど

今 後 も 焼 津 市 や 越 前 市 、 東 京 大 大 学 院 教

育 学 研 究 科 な ど か ら 視 察 予 定

未 来 を 担 う 子 ど も 達 に 贈 る も の …

こ れ か ら 、 何 が 変 わ っ て い く の か
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